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用語の説明 

みえの学力向上県民運動とは 

 三重県・三重県教育委員会では、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を認識し、教育力を高めながら

一体となって子どもたちの学力を育んでいくため、平成 24 年度から「みえの学力向上県民運動」を展

開しています。子どもたちが「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」を実感しながら学び、自らの希望と未来を

支える学力を身に付けられるよう、平成 28 年度から「主体的・協働的に学び行動する意欲」の育成、

「学びと育ちの環境づくり」、「読書をとおした学び」の推進の３つを柱とする取組を進めています。 

肯定的な回答とは 

 質問紙調査の項目の多くは、４段階の選択肢の形式で回答するものです。それらの項目において、上

位の選択肢番号１と２を、「肯定的な回答」としています。例えば、「自分には、よいところがあると

思う」の選択肢「１.当てはまる」「２．どちらかといえば、当てはまる」「３．どちらかといえば、当

てはまらない」「４．当てはまらない」で、肯定的な回答とは、「１.当てはまる」「２．どちらかとい

えば、当てはまる」と回答したものを指します。 

Ａ層、Ｂ層、Ｃ層、Ｄ層とは 

本調査の集計対象となった児童生徒全員の正答数分布の状況から四分位により分類し、正答数の高い

順に、学力層Ａ（Ａ層）、学力層Ｂ（Ｂ層）、学力層Ｃ（Ｃ層）、学力層Ｄ（Ｄ層）としたものです。

例えば、小学校国語では、Ａ層には 12 問以上正答した児童、Ｂ層には 10 問から 11 問正答した児童、

Ｃ層には 7 問から 9 問正答した児童、Ｄ層には 6 問以下正答した児童が分類されます。 

ＰＤＣＡサイクルとは  

「ＰＤＣＡサイクル」は、Ｐｌａｎ（計画）、Ｄｏ（実行）、Ｃｈｅｃｋ（評価）、Ａｃｔｉｏｎ（見

直し）の頭文字を取ったもので、教育内容の質の向上に向けて、子どもたちの姿や地域の現状等に関す

る調査や各種データ等に基づき、教育課程を編成し（Ｐ）、実施し（Ｄ）、評価して（Ｃ）、改善を図

る（Ａ）一連のサイクルをいいます。 

カリキュラム・マネジメントとは 

学校教育に関わる様々な取組を、教育課程を中心に据えながら組織的かつ計画的に実施し、教育活動

の質の向上につなげていくことを指します。具体的には、「児童生徒や学校、地域の実態を適切に把握

し、教育の目的や目標の実現に必要な教育の内容等を教科等横断的な視点で組み立てていくこと」「教

育課程の実施状況を評価してその改善を図っていくこと」「教育課程の実施に必要な人的又は物的な体

制を確保するとともにその改善を図っていくこと」などをとおして、教育課程に基づき組織的かつ計画

的に各学校の教育活動の質の向上を図っていくことと定義されています。 



1 

平成 31年度（令和元年度）全国学力・学習状況調査の結果について 

 

三重県教育委員会 

令和元年 11 月 

 

本年度の全国学力・学習状況調査の「教科に関する調査」の結果は、小中学校合わせた５教科中４教

科（小学校国語・算数、中学校数学・英語）で全国の平均正答率以上となりました。また、平均無解答

率は、全教科で全国より良好な水準となりました。こうした子どもたちの頑張りや粘り強さは、「児童

生徒質問紙調査」の「最後まで解答を書こうと努力した」等の質問に肯定的に回答した子どもの割合が、

調査開始以来最も高かったことにも表れています。 

今回の結果は、学校における「できなかったことをできるようにする取組」や教職員の子ども一人ひ

とりの学びに寄り添ったきめ細かな指導、家庭での生活習慣に向けた取組、地域による学習支援等、学

校・家庭・地域が連携し取組を粘り強く積み重ねてきたことによるものと考えています。 

 

一方、本県の経年的な課題である「書かれている内容を理解しイメージする力」「根拠に基づいて自

分の考えを書く力」等については、十分な改善に至っていません。 

今後、各学校においては、今回の成果と課題を共有し、主体的・対話的で深い学びの視点を踏まえた

授業改善や「できなかったことをできるようにする取組」の定着を図り、学校全体で学力向上の取組を

進めていくことが大切です。また、家庭・地域においては、引き続き課題である生活習慣・学習習慣・

読書習慣の改善に向けた取組を広げていくことが大切です。 

 

子どもたちの学力が向上することは、自己肯定感やチャレンジする力を高め、将来の夢を実現するた

めの可能性や選択肢を広げることにつながります。子どもたちが「学ぶ楽しさ」「わかる喜び」を実感

しながら、自らの希望と未来を支える確かな学力を身に付けられるよう、「子どもたちの笑顔のために」

という強い思いで、学校・家庭・地域が一体となった学力向上の取組を進めてまいりますので、引き続

き、県民の皆様方の御理解・御協力をよろしくお願いします。 

 

～全ては「子どもたちの笑顔」のために～ 

 

※調査結果の取扱いについては、文部科学省が示す実施要領における「８（５）調査結果の取扱いに関する配慮事項」をご覧ください。

（P.46 に抜粋して掲載しています。） 

 

 



 

2 

 調査の概要  １～４については、文部科学省が示す「平成31年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」に基づきます。 

 

１ 調査の目的 

○義務教育の機会均等とその水準の維持向上の観点から、全国的な児童生徒の学力や学習状況を把

握・分析し、教育施策の成果と課題を検証し、その改善を図る。 

○学校における児童生徒への教育指導の充実や学習状況の改善等に役立てる。 

以上のような取組を通じて、教育に関する継続的な検証改善サイクルを確立する。 

 

２ 調査の対象学年 

・小学校第６学年及び中学校第３学年の原則として全児童生徒を対象とする。 

・特別支援学校小学部第６学年及び中学部第３学年の原則として全児童生徒を対象とする。 

・ただし、特別支援学校及び小中学校の特別支援学級に在籍している児童生徒のうち、調査の対象

となる教科について、以下に該当する児童生徒は、調査の対象としないことを原則とする。 

（１）下学年の内容などに代替して指導を受けている児童生徒 

  （２）知的障害者である児童生徒に対する教育を行う特別支援学校の教科の内容の指導を受けてい

る児童生徒 

 

３ 調査の内容 

（１）教科に関する調査（国語、算数・数学、英語） 

①身に付けておかなければ後の学年等の学習内容に影響を及ぼす内容や、実生活において不可欠で

あり常に活用できるようになっていることが望ましい知識・技能等 

②知識・技能等を実生活の様々な場面に活用する力や、様々な課題解決のための構想を立て実践し

評価・改善する力等に関わる内容 

調査問題では、上記①と②を一体的に問うこととする。 

（２）生活習慣や学習環境等に関する質問紙調査 

児童生徒に対する調査 学校に対する調査 

学習意欲、学習方法、学習環境、生活の諸側

面等に関する調査 

指導方法に関する取組や人的・物的な教育条

件の整備の状況等に関する調査 

 

４ 調査実施日     

平成３１年４月１８日（木） 

 

５ 調査を実施した学校、児童生徒数〔三重県：公立〕 

【小学校調査】 

 対象学校数 実施学校数 児童数 

小学校 ３５１ ３５１ １５，７２５人 

※学校数には、義務教育学校前期課程、県立特別支援学校を含む。 

【中学校調査】 

 対象学校数 実施学校数 生徒数 

中学校 １５６ １５６ １５，４２９人 

※学校数には、義務教育学校後期課程、県立特別支援学校を含む。 

※学校数及び児童生徒数については、平成３１年４月１１日（木）時点の文部科学省から提供を受けた資料に基づく数値です。 
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d 

 

 

 

小中学校合わせた５教科中４教科（小学校国語・算数、中学校数学・英語）で全国の平均正答率以

上となりました。（５教科中４教科で全国平均以上となったのは、調査開始以来初めてとなります。） 

  また、平均無解答率では、全教科（小学校国語・算数、中学校国語・数学・英語）で全国より良好

な水準となりました。 

 

平均正答率 平均無解答率 

国語 算数・数学 
英語 

（聞く・読む・書く） 
国語 算数・数学 

英語 

（聞く・読む・書く） 

小学校 64.2(+0.4) 66.7(+0.1)  5.47(－0.74) 2.49(－0.17)  

中学校 71.7(－1.1) 60.3(+0.5) 56.0(±0.0) 2.57(－0.03) 6.65(－0.66) 5.44(－0.55) 

※（ ）の数値は、全国の平均正答率との差を示します。 

 

 

【小学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

【中学校】 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

各教科の全国の平均正答率を上回る学校数 

 

 
小
学
校 

国語 算数 

 166 校

（47.8%） 

163 校

（47.0%） 

中
学
校 

国語 数学 英語 

62校

（40.8%） 

80校

（52.6%） 

78校

（51.3%） 

は全国平均      は三重県平均を示します。 

※（ ）の数値は、全国の平均正答率を上回る学校数の 
割合を示します。 

 

第１章 教科に関する調査の結果 

平均正答率・平均無解答率 

平均正答率による学校の分布 
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＜分類・区分別集計結果＞         ＜児童の正答数分布グラフ＞ 

 （横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※表中の（ ）内の数値は全国平均との差を示します。 

 

 

＜今回の調査結果の主な特徴と具体的な設問＞ 

￥ 

 

 

大問２ 疑問に思ったことを調べ、紹介し合う（「食べ物の保存」）【読むこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 
 

 
 

 

分類 区分 
対象問題

数（問） 
平均正答率（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと 3 73.0(+0.7) 

書くこと 3 54.8(+0.3) 

読むこと 3 82.8(+1.1) 

伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 
5 53.4(－0.1) 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・

態度 
3 59.1(+1.5) 

話す・聞く能力 3 73.0(+0.7) 

書く能力 3 54.8(+0.3) 

読む能力 3 82.8(+1.1) 

言語についての知識・

理解・技能 
5 53.4(－0.1) 

問題 

形式 

選択式 7 75.4(+0.3) 

短答式 4 48.5(－0.2) 

記述式 3 59.1(+1.5) 

 平均正答率 平均正答数 中央値 最頻値 

本県 64.2 9.0問/14問 9.0問 11問 

全国 63.8 8.9問/14問 10.0問 11問 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14

三重県（公立） 全国（公立）

Ｄ層 Ｃ層 Ｂ層 Ａ層

目的に応じて、文章の内容を的確に押さえ、自分の考えを明確にしながら読むことができて 
います。 

正答率：77.7％（全国差：+1.8） 

設問一（２） 

食べ物の保存についてまとめている【ノートの一部】の空欄に、疑問

に思ったことに対する答えになるよう、【資料】から言葉や文を取り上

げて書く問題 

 

・「なぜ昔の人は、食べ物を保存する方法を考えなければならなかった

のか」に対する答えとなるよう、【資料】の「そのため、人々は昔か

ら様々な方法で食べ物の保存を試みてきました。」の前に書かれてい

る部分に着目して考えをまとめている。 
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大問１ 調べたことを報告する文章を書く（「公衆電話」）【書くこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

※反応率とは、解答類型ごとの解答の割合のことです。   
 
＜解答類型別に見たつまずきと指導のポイント＞ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題に対応したワークシート＞ 

 

 

解答類型４・５ 

つまずき：複数の記述を根拠として取り上げ、まとめることができていません。 
 

【指導のポイント】 

 報告する文章を書く場合は、調べた結果から自分がどのような考えをもったかを述べることになります。

文章全体の構成に即して自分の考えを明確にして書けるよう構成表を作成し、見出しに沿って記述漏れな

く書けるよう指導するなどの工夫が考えられます。 
 
解答類型６ 

つまずき：調査の内容とそこから分かったこととを区別してまとめることができていません。 
 
【指導のポイント】 

 教材文等を用いて事実と考えとの違いを確かめる指導をすることが考えられます。その際、文末の表現

や文と文とのつながりに着目することが大切です。 
 

・三重の学-Viva!!セット第 11 弾 「目的や意図に応じ、必要な内容を整理して書こう②」 【第５学年】 

正答と主な誤答例の反応率 

 正答の条件 

 ①  

 ② 【報告する文章】にふさわしい表現で書いている。 

 ③ 書き出しの言葉に続けて、40 字以上、70 字以内で書いている。 

 正答   【解答類型１】条件①、②、③を満たしているもの 反応率：30.1％（全国との差：+1.3） 

 主な誤答例

反応率：28.5％（全国との差：+1.9） 

      

反応率：9.7％（全国との差： 0.6） 

目的に応じて自分の考えの理由を明確にし、まとめて書くことに課題があります。 

設問三 

 【報告する文章】の「３ 調査の結果をもとに考えたこと」

の部分に、「（１）公衆電話はどのようなときに必要なのか」

と「（２）公衆電話にはどのような使い方や特ちょうがある

のか」で分かったことをまとめて書く問題 

 

・（１）と（２）の両方から分かったことを取り上げて、報

告文にふさわしい表現で書いている。 

正答率：30.1％（全国差：+1.3） 
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＜分類・区分別集計結果＞         ＜生徒の正答数分布グラフ＞ 

 （横軸：正答数、縦軸：生徒の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
＜今回の調査結果の主な特徴と具体的な設問＞ 
 

 
大問１ 情報を読む（新聞）【読むこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 区分 
対象問題

数（問） 
平均正答率（％） 

学習指導

要領の 

領域等 

話すこと・聞くこと 3 69.1(－1.1) 

書くこと 2 81.7(－0.9) 

読むこと 3 71.6(－0.6) 

伝統的な言語文化と国

語の特質に関する事項 
2 65.6(－2.1) 

評価の 

観点 

国語への関心・意欲・

態度 
3 76.9(+0.4) 

話す・聞く能力 3 69.1(－1.1) 

書く能力 2 81.7(－0.9) 

読む能力 3 71.6(－0.6) 

言語についての知識・

理解・技能 
2 65.6(－2.1) 

問題 

形式 

選択式 6 72.1(－1.5) 

短答式 1 53.4(－3.4) 

記述式 3 76.9(+0.4) 

 平均正答率 平均正答数 中央値 最頻値 

本県 71.7 7.2問/10問 8.0問 9問 

全国 72.8 7.3問/10問 8.0問 9問 

文章に表れているものの見方や考え方について、自分の考えをもつことができています。 

設問三 

【全国中学生新聞】の「みんなの短歌」

に掲載されている短歌の中から一首を選

び、感じたことや考えたことを書く問題 

 

・短歌の中の言葉を取り上げて、想像でき

る情景や心情を書くとともに、想像した内

容について感じたことや考えたことを、自

分なりのものの見方や考え方が分かるよう

に書いている。 

正答率：91.6％（全国差：+0.4） 

【全国中学生新聞】左ページ 

0%

5%

10%

15%

20%

25%

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

三重県（公立） 全国（公立）

Ｄ層 Ｃ層 Ｂ層 Ａ層

※表中の（ ）内の数値は全国平均との差を示します。 
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大問１ 情報を読む（新聞）【読むこと】 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜解答類型別に見たつまずきと指導のポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
＜課題に対応したワークシート＞ 

 

文章の展開に即して情報を整理し、目的や必要に応じて情報を過不足なく選択することに課題 
があります。 

設問ニ 

【全国中学生新聞】の「海外に広がる弁当の魅力」で述べら

れている、弁当の魅力として適切なものを全て選択する問題 

＜選択肢＞ 

１ インターネットを利用して、様々な国の弁当を取り寄せるこ

とができる。 

２ 主食、主菜、副菜などが収まっており、栄養バランスのよい

食事をとることができる。 

３ ボックスランチやカスクルートなどとは異なり、戸外に持ち

出して食べることができる。 

４ いろいろな料理が詰められているので、食べ物の風味を保つ

ことができる。 

５ 様々なデザインの弁当箱があり、自分の好みのものを選ぶこ

とができる。 

正答率：60.3％（全国差： 1.2） 

【全国中学生新聞】右ページ 

正答と主な誤答例の反応率 

 正答     【解答類型１】２、５と解答しているもの        反応率：60.3％（全国との差： 1.2） 

主な誤答例 【解答類型２】一つまたは複数選択する中で、２だけ正しく解答しているもの 

                                                          反応率：14.0％（全国との差：+1.2） 

【解答類型３】一つまたは複数選択する中で、５だけ正しく解答しているもの 

                              反応率：2.8％（全国との差： 0.1） 

解答類型２・３ 

つまずき：文章の展開に即して必要な内容を過不足なく捉えることができていません。 
 
【指導のポイント】 

 説明的な文章を読む際には、文章の構成や展開を捉え、内容を的確に理解するように指導することが大

切です。 

 生徒が目的意識をもって文章を読み、必要な情報を整理することができるように指導を工夫することが

重要です。具体的には、「文章と図表などとの関連を考えながら、説明や記録の文章を読むこと」「説明

や評論などの文章を読み、内容や表現の仕方について自分の考えを述べること」「論説や報道などに盛り

込まれた情報を比較して読むこと」などの言語活動を通して指導することが効果的です。 

例えば、目的をもって文章を読み、必要な情報を過不足なく取り出すことができているかということに

加え、どのようにすればその情報にたどり着くことができるのかについて検討するなどの学習活動が考え

られます。その際、小学校での学習を踏まえ、目的に応じて、中心となる語や文を捉えて段落相互の関係

や事実と意見との関係を考えて読むように指導することも大切です。 

・三重の学-Viva!!セット第 13 弾 「根拠を明確にして意見を書こう」 【第 1 学年】 
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＜分類・区分別集計結果＞         ＜児童の正答数分布グラフ＞ 

 （横軸：正答数、縦軸：児童の割合） 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今回の調査結果の主な特徴と具体的な設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分類 区分 
対象問題

数（問） 
平均正答率（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と計算 7 64.3(+1.1) 

量と測定 3 51.3(－1.6) 

図形 2 76.2(－0.5) 

数量関係 7 69.1(+0.8) 

評価の 

観点 

算数への関心・意

欲・態度 
0 - 

数学的な考え方 8 61.7(－0.5) 
数量や図形につ

いての技能 
4 75.9(+2.3) 

数量や図形につ

いての知識・理解 
2 68.4(－1.7) 

問題 

形式 

選択式 5 74.8(－0.9) 

短答式 5 75.2(+2.4) 

記述式 4 45.9(－1.5) 

 平均正答率 平均正答数 中央値 最頻値 

本県 66.7 9.3問/14問 10.0問 11問 

全国 66.6 9.3問/14問 10.0問 11問 

加法と乗法の混合した整数と小数の計算をすることができています。 

大問２ 資料の特徴や傾向を読み取り判断すること（水の使用量）【数と計算】【数量関係】 

設問（４） 

加法と乗法の混合した整数と小数の計算をする問題 

・７と解答している 

正答率：66.0％（全国差：+5.9） 

※表中の（ ）内の数値は全国平均との差を示します。 
 

2010 年の市全体の水の使用量が 1980 年の市全体の水の使用量の何倍かを読み取ること
ができています。 

大問２ 資料の特徴や傾向を読み取り判断すること（水の使用量）【数と計算】【数量関係】 

設問（２） 

2010 年の市全体の水の使用量が、1980年の市全体の水の

使用量の約何倍かを、棒グラフから読み取る問題 

・２（倍）と解答している 

正答率：82.1％（全国差：+3.5） 
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＜解答類型別に見たつまずきと指導のポイント＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜課題に対応したワークシート＞ 

示された計算の仕方を解釈し、減法の場合を基に、除法に関して成り立つ性質を記述するこ

とに課題があります。 

大問３ 計算の仕方の解釈と発展的な考察（計算の工夫）【数と計算】 

設問（２） 

示された計算の仕方を解釈し、除法に関して成り立つ性質

を、「わられる数」「わる数」「商」の３つの言葉を使って

書く問題 

（正答例） 
 
わり算では、 

 
 
 
 このことを使うと、計算しやすいわり算の式で考えることが
できます。 

わられる数とわる数に同じ数をかけても、わられる数と
わる数を同じ数でわっても、商は変わりません。 

正答率：29.6％（全国差：－1.5） 

正答と主な誤答例の反応率 

 正答の条件 

 ① わられる数とわる数に同じ数をかけることを表す言葉を書いている 

 ② わられる数とわる数を同じ数で割ることを表す言葉を書いている 

 ③ 商が変わらないことを表す言葉を書いている 

 正答   【解答類型１】①②③の全てを書いているもの   反応率：29.5％（全国との差：－1.4） 

      【解答類型２】③を書き、①の同じ数をかけることと、②の同じ数で割ることについては、 

具体的な数を用いて書いているもの  反応率： 0.2%（全国との差：±0.0） 

 主な誤答例【解答類型８】①②を書いているもの       反応率：14.2％（全国との差：－1.0） 

      【解答類型３】①③または②③を書いているもの  反応率： 6.7％（全国との差：+0.2） 
 

 

・平成 28年度ワークシート 「小数×整数の計算のしかたを考えよう」 【第４学年】 

解答類型８ 
つまずき：「商が変わらないこと」について、言葉を使って表すことができていません。 

 
【指導のポイント】  
 児童が除法に関して成り立つ性質を具体的な数を用いて表現した場合、「どの数でも当てはまるように
まとめると、どのようになりますか。」などと問い返し、児童自らが見いだした除法に関して成り立つ性
質を一般的に表現しようとする活動を多く取り入れることが大切です。 
 
解答類型３ 

つまずき：「同じ数をかけること」「同じ数でわること」の両方について、言葉を使って記述できて
いません。 

 
【指導のポイント】  
 被除数と除数や、商について、適用する数の範囲を広げながら、見いだしたことが他の数値の場合でも
成り立つかどうかを確めることができるようにすることが大切です。 

※正答率は、【解答類型１】と【解答類型２】の合計です。それぞれの値は小数第２位を四捨五入したものであるため、 

それぞれの反応率の合計と正答率が一致していません。 

この問題は、前段に示された減法の計算の仕方について
まとめたことを基に、除法の計算の仕方についてまとめ
ると、どのようになるのかを問うています。 

【前段で示された減法の計算の仕方についてまとめたこと】 

ひき算では、 

ひかれる数とひく数に同じ数をたしても、 

ひかれる数とひく数から同じ数をひいても、 

差は変わりません。 

このことを使うと、計算しやすいひき算の式で考えることができます。 

ことねさんは、400÷25 や 90÷18 のようなわり算についても、計算
しやすい式にすることができると思い、下のように考えました。 



 

 
 

10 

 

 

＜分類・区分別集計結果＞        ＜生徒の正答数分布グラフ＞ 

（横軸：正答数、縦軸：生徒の割合） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今回の調査結果の主な特徴と具体的な設問＞ 

 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

分類 区分 
対象問題

数（問） 
平均正答率（％） 

学習指導

要領の 

領域 

数と式 5 62.8(－1.0) 

図形 4 73.2(+0.8) 

関数 3 42.9(+2.1) 

資料の活用 4 57.1(+0.8) 

評価の 

観点 

数学への関心・意

欲・態度 
0 - 

数学的な見方や

考え方 
8 51.4(+0.4) 

数学的な技能 3 65.0(+1.1) 
数量や図形などに

ついての知識・理解 
5 71.5(+0.2) 

問題 

形式 

選択式 5 59.9(－0.4) 

短答式 7 67.3(+0.7) 

記述式 4 48.4(+1.3) 

 平均正答率 平均正答数 中央値 最頻値 

本県 60.3 9.6問/16問 10.0問 14問 

全国 59.8 9.6問/16問 10.0問 13問 

・２組の辺とその間の角 と解答している。 

正答率：78.9％（全国差：+3.1） 

設問（１） 

証明で用いられている三角形の合同条件を書く問題 

証明の根拠として用いられている三角形の合同条件を理解することができています。 

大問７ 証明することや反例をあげることを通して、統合的・発展的に考察すること（四角形の

条件変え）【図形】 

※表中の（ ）内の数値は全国平均との差を示します。 
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大問６ 事象の数学的な解釈と問題解決の方法（冷蔵庫）【関数】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜解答類型別に見たつまずきと指導のポイント＞ 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜課題に対応したワークシート＞ 

 

 

 

事象を数学的に解釈し、問題解決の方法を数学的に説明することに課題があります。 

設問（２） 

 冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて、式やグラフを

用いて、２つの総費用が等しくなる使用年数を

求める方法を説明する問題 

 

 ・アを選択し、方程式を解いて、使用年数の

値を求めることについて書いている。 

      反応率：14.7％（全国差： 0.7） 

   または 

 ・イを選択し、グラフの交点の座標から、使

用年数の値を読み取ることについて書いて

いる。 反応率：22.9％（全国差：+3.5） 

 

正答と主な誤答例の反応率 

 正答の条件 

 ① アを選択し、方程式を解いて、使用年数の値を求めることについて書いているもの 

② イを選択し、グラフの交点の座標から、使用年数の値を読み取ることについて書いているもの 

 正答   【①または②について記述しているもの】      反応率：37.7％（全国との差：+3.0） 

 主な誤答例【解答類型 3、9】 アについては方程式を、イについてはグラフを用いることのみを記述し 

ているもの           反応率：8.2％（全国との差： 1.0） 

      【解答類型 4、10】アについては使用年数の値を求めること、イについては使用年数の値を 

読み取ることのみを記述しているもの 

                               反応率：2.0％（全国との差：+0.4） 

 

解答類型 3、9  

つまずき：求める方法を説明する場面で、方程式やグラフの「用い方」を数学的に表現することがで

きていません。 

 

解答類型 4、10 

つまずき：求める方法を説明する場面で、「用いるもの」（方程式やグラフ）とその「用い方」の両

方を指摘することができていません。 

 

【指導のポイント】 

 様々な問題を数学を活用して解決したり、問題解決の過程を振り返ったりする上で、方法や手順を明確

に記述したり、他者と協働的に解決しながら、自らの考えを伝え合ったりすることが大切です。その際、

「用いるもの」（表、式、グラフ）とその「用い方」（交点の座標を読み取るなど）について明らかにで

きるように指導することが大切です。問題解決の方法や手順を説明する場面を設定し、「用いるもの」や

「用い方」のいずれか一方の説明にとどまらず、何をどのように用いればよいかといった「用いるもの」

とその「用い方」の両方を指摘し、的確に説明できるように指導することが大切です。 

 また、問題解決の方法を振り返る場面では、方法を説明し合い、互いの説明を比較・検討する活動を取

り入れることも考えられます。 

 

・三重の学-Viva!!セット第９弾「携帯電話の使用料金について考えてみましょう」【第２学年】 

・平成 28 年度ワークシート 「事象の数学的な表現と解釈と問題解決の方法」【第２学年】 

正答率：37.7％（全国差：+3.0） 

※正答率は、アを選択した場合と、イを選択した場合の合計です。それぞれの値は小数第２位を四捨五入したものであるため、 
それぞれの反応率の合計と正答率が一致していません。 
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＜分類・区分別集計結果＞         ＜生徒の正答数分布グラフ＞ 

 （横軸：正答数、縦軸：生徒の割合） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜今回の調査結果の主な特徴と具体的な設問＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

分類 区分 
対象問題

数（問） 
平均正答率（％） 

学習指導

要領の 

領域 

聞くこと 7 67.1(－0.8) 

話すこと（参考値）   

読むこと 6 54.5(－1.1) 

書くこと 8 47.5(+1.7) 

評価の 

観点 

コミュニケーションへ

の関心・意欲・態度 
0 － 

外国語表現の能力 1 1.8(+0.0) 

外国語理解の能力 6 43.7(－1.0) 

言語や文化について

の知識・理解 
14 65.2(+0.5) 

問題 

形式 

選択式 13 70.7(－0.7) 

短答式 5 47.6(+2.4) 

記述式 3 6.2(－0.6) 

 平均正答率 平均正答数 中央値 最頻値 

本県 56.0 11.8問/21問 12.0問 12問 

全国 56.0 11.8問/21問 12.0問 12問 

正答率：81.2％（全国差：+1.3） 

設問（１） 

文中の空所に入れる接続詞として、最も適切なものを選択する問題 

正答率：58.9％（全国差：+0.7） 

文の中で適切に接続詞を用いることができています。 

大問９ 語や文法事項等を理解して正しく文を書く【書くこと】 

※表中の（ ）内の数値は全国平均との差を示します。 
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＜解答類型別に見たつまずきと指導のポイント＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 

まとまりのある文章を読んで、説明文の大切な部分を理解することに課題があります。 

大問７ 説明文の大切な部分を読み取る【読むこと】 

設問 チンパンジーに関する説明文とその前後にある対話を読んで、書き手が最も伝えたい内容を

選択する問題 

 
  

正答率：31.1％（全国差： 1.7） 

解答類型 2・3・4  

つまずき：前後の対話文を理解することができていないために、書き手が最も伝えたいことを選べて

いないか、文章全体を読んだ上で、文中の ❝How smart are chimpanzees(they)?❞とい

う手掛かりを基に、書き手が最も伝えたいことを判断することができていません。 

 

【指導のポイント】 

 説明文などの大切な部分を捉える際には、文章全体を通して読み、複数の情報の中から書き手が最も伝

えたいことは何であるか等を判断することが大切です。指導に当たっては、文章全体を漫然と読ませるの

ではなく、繰り返し用いられている語（句）や問いかけなどの手掛かりを基にして、最も大切な語句や文

を選ばせたり、各段落の働きを理解させたりすることが重要です。 

 具体的な指導としては、教科書や他の題材を用いた、以下のような手順の言語活動が考えられます。 

① 全体の大まかな内容を捉える 

② 各段落の最も大切な内容を表す英文を選ぶ 

③ それらを比較するなどして、文章の最も大切な部分について意見交換をする 

このような活動を行う際には、日常的な話題にとどまらず、社会的な話題（自然環境問題や平和問題な 

ど）についての題材も扱うことが大切です。 

正答と主な誤答例の反応率 

 正答   【解答類型 1】 1 と解答しているもの  反応率：31.1％（全国との差： 1.7） 

 主な誤答例【解答類型 2】 2 と解答しているもの  反応率：20.7％（全国との差：+0.8） 

      【解答類型 3】 3 と解答しているもの  反応率：28.0％（全国との差：+1.4） 

      【解答類型 4】 4 と解答しているもの  反応率：19.2％（全国との差： 0.5） 
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本年度、初めて中学校英語の「全国学力・学習状況調査」が実施され、新学習指導要領で育成すべき

資質・能力が具体的に示されました。 

この調査問題と、「全国学力・学習状況調査 授業アイディア例」（国立教育政策研究所教育課程研究

センター）をもとに、授業改善のポイントを４技能（５領域）で、以下のようにまとめました。 

 

 

 

 

１ 聞くこと  

（１）明確な目的をもって聞かせる 

新学習指導要領の「聞くこと」の目標は、以下の３つです。 

①必要な情報を聞き取る 

②話の概要を捉える 

③要点を捉える 

リスニングの前に、聞き取らせたいポイントを示し、どのような内容を聞き取るべきか考えながら

取り組むことができるようにしましょう。 

また、生徒と英語でやり取りをするなど、ステップを踏んで、「聞けるようになる指導」が必要です。

英文を途中で区切ったり、ヒントを与えたりするのもよいでしょう。 

 

（２）授業は英語で行う 

生徒が日常生活において英語に触れる機会は限られています。  

教師は自然な口調の英語で語り掛け、日常的に生徒が聞いて理解する活動を繰り返し行いましょう。                

 
（３）技能を統合した言語活動を行う 

  聞いたことをもとに、話したり書いたりする活動を行いましょう。 

 
２ 読むこと  

（１）明確な目的をもって読ませる 

新学習指導要領の「読むこと」の目標は、以下の３つです。  

①必要な情報を読み取る 

②文章の概要を捉える 

③要点を捉える 

  一文ずつ解説しながら全体の理解につなげる読み方ではなく、目的に応じた読み方をしましょう。 

 

（２）同様の話題を扱った別の初見の英文も活用する 

教科書のリスニング用の活動で使用されている英文（スクリプト）や、ＡＬＴ作成の英文など、初

見の英文を読む機会も作りましょう。 

 

（３）技能を統合した言語活動を行う 

  読んだことをもとに、話したり書いたりする活動を行いましょう。 

 

新学習指導要領では、言語活動を通してコミュニケーションを図る資質・能力を育成する

ことが求められています。 
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３ 話すこと （やり取り） 

（１）生徒が自分で考えながら話す機会を増やす 

帯活動で Small Talk などに取り組み、自分の考えや気持ちを、即興でやり取りすることに慣れさ

せましょう。 

 

（２）文部科学省の資料を活用する 

「中学校外国語科の移行期間における指導資料」に、帯活動についての年間計画や 

展開案が記載されています。（文部科学省のＨＰに掲載されています。） 

＊各中学校に配付済（令和元年７月１日中学校英語教育推進一斉研修） 

 
４ 話すこと （発表） 

（１）生徒が即興で話す機会を計画的に設定する 

原稿を用意してから話すのではなく、話したい内容について、メモなどを見ながら話す活動を行い

ましょう。話し手として伝えたい順番や聞き手に分かりやすい展開、構成を考えて、それらをメモに

とるなどして整理させるとよいでしょう。 

 

５ 書くこと 

（１）正確さは徐々に求めていく 

言語の正確さを高めるためには、ある程度時間が必要であることに留意して、様々な場面で既習事

項に触れたり考えたりする機会を設け、「最終的に身に付けていく」というスタンスで長期的に繰り

返し指導しましょう。 

 

（２）まとまりやつながりを大切にする 

メモを活用しながら、初めは文単位から、徐々にまとまりのある文章に取り組みましょう。英語の

文章の構成の特徴や接続詞や副詞などに着目させ、文や段落をつなげていきましょう。 

 

（３）口頭で伝える活動を行う 

いきなり書くのではなく、自分の考えや気持ちをペアやグループで簡単な語句や文を用いて口頭

で伝える活動をした後にその内容を書いてまとめる、といった言語活動を設定しましょう。 

 

参考資料 

・授業アイディア例には、授業改善のヒントがより詳しく掲載されています。参考にしてください。 

 

 

 

 

 

中学校外国語科の移行期間における

指導資料（文部科学省HP） 

スマイルワーク 

平成31 年度（令和元年度）全国

学力・学習状況調査の結果を踏まえ

た授業アイディア例（中学校英語） 
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小学校国語 
 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

三
重
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

三
重
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

み
え
ス
タ
デ
ィ

・
チ
ェ
ッ

ク
と
の
関
連

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
と
の
関
連

１一
5・6
エ 71.4 71.2 0.3 0.5

H28 小 B2一
H28 小 B2二

H28 小5 第2回 4二

１二
5・6
ウ 62.8 63.4 4.4 5.9 H30 小 B2三

学-Viva!!セット第11弾
「インタビューをもとに新
聞記事を書こう」

１三
5・6
ウ 30.1 28.8 3.6 3.8

H29 小 B2三
H30 小 B2二

学-Viva!!セット第11弾
「目的や意図に応じ、必
要な内容を整理して書こ
う②」

１四（１）
ア

5・6
(1)
ウ

(ア)

43.7 41.9 6.9 8.2 H29 小 A7 (1)

学-Viva!!セット第12弾
「漢字を読んだり、書いた
りしよう」
学-Viva!!セット第13弾
「文の中で漢字を正しく
使おう」
学-Viva!!セット第14弾
「漢字を読んだり、書いた
りしよう」

１四（１）
イ

5・6
(1)
ウ

(ア)

69.3 69.4 12.1 12.1

１四（１）
ウ

5・6
(1)
ウ

(ア)

33.7 35.6 4.4 4.9
学-Viva!!セット第14弾
「漢字を読んだり書いた
りしよう」

１四（２）

3・4
(1)
イ

(ク)

47.3 47.8 11.7 11.3 H25 小 A3二
H30 小5 第1回 1二
（2）

学-Viva!!セット第7弾
「文と文をつなぐ言葉に
ついて考えよう」
Ｈ27 小4
「文と文をつなぐ言葉」

２一（１）
5・6
ウ 80.6 80.7 0.7 1.4

H28 小5 第1回二
H31 小4 第1回三

H28 小4
「資料を読み取ろう」

２一（２）
5・6
ウ 77.7 75.9 5.0 5.0

H28 小5 第2回4三
H30 小5 第1回3一
H31 小4 第1回3二
H31 小5 第1回3二

学-Viva!!セット第13弾
「新聞記事を書こう」
学-Viva!!セット第14弾
「し料をもとに新聞記事を
書こう」

２二
5・6
イ 90.1 88.5 2.5 4.2

H26 小 B2三
H30 小 B3一

H28 小4 第1回4三

３一
5・6
エ 81.8 81.3 2.3 3.4

３二
5・6
エ 67.8 67.4 3.0 4.2

３三
5・6
エ 69.4 68.2 13.4 14.2 H30 小 B1三 H29 小4 第1回3

Ｈ27 小4
「質問をしたり感想を伝え
たりしよう」

３四

3・4
(1)
ア

(イ)

73.1 73.0 6.3 7.9
H29 小 A5
H30 小 A6

H29 小5 第2回1三

H28 小 B1二
H28 小 B1三

H30 小4 第1回4

H28 小4
「話の中心に気をつけて
聞き、しつ問しよう」
H30 小5
「話の展開に沿って質問
しよう」

H28 小 B3三
H30 小 B3二

３点セットとの関連

食べ物の保存についてまとめている【ノー
トの一部】の　　　に入る，疑問に思った
こと の①に対する答えとして適切なものを
選択する

目的に応じて，文章の内容を的確
に押さえ，自分の考えを明確にし
ながら読む

食べ物の保存についてまとめている【ノー
トの一部】の　　　に，疑問に思ったこと
の②に対する答えになるように考えて書く

ことわざの使い方の例として，【ノートの
一部】の　　　に入る適切なものを選択す
る（習うより慣れよ）

ことわざの意味を理解して，自分
の表現に用いる

梅干し作りについて【知りたいこと】を調
べるために，選んだ本の【目次の一部】か
ら，読むページとして適切なものを選択す
る

目的に応じて，本や文章全体を概
観して効果的に読む

畳職人への【インタビューの様子】の
  　　に入る，自分の理解が正しいかを確
認する質問として適切なものを選択する

話し手の意図を捉えながら聞き，
話の展開に沿って，自分の理解を
確認するための質問をする

畳職人への【インタビューの様子】の
 　　 の場面における，質問の工夫と
して適切なものを選択する

目的に応じて，質問を工夫する

【インタビューの様子】の　　　に，畳職
人の仕事への思いや考えに着目して心に
残ったことを書く

話し手の意図を捉えながら聞き，
自分の考えをまとめる

学習指導要領の領域等

公衆電話について調べたことを【報告する
文章】の 　　　に，「２　調査の内容と
結果」の（１）と（２）で分かったことを
まとめて書く

目的や意図に応じて，自分の考え
の理由を明確にし，まとめて書く

公衆電話について調べたことを【報告する
文章】の中の      部アを，漢字を使って
書き直す
（調査のたいしょう）

公衆電話について調べたことを【報告する
文章】の「（２）公衆電話にはどのような
使い方や特ちょうがあるのか」における書
き方の工夫として適切なものを選択する

学年別漢字配当表に示されている
漢字を文の中で正しく使う

公衆電話について調べたことを【報告する
文章】の中の      部ウを，漢字を使って
書き直す
（かんしんをもってもらいたい）

公衆電話について調べたことを【報告する
文章】で〈資料２〉と〈資料３〉をそれぞ
れどのような目的で用いているか，適切な
ものを選択する

図表やグラフなどを用いた目的を
捉える

公衆電話について調べたことを【報告する
文章】の中の      部イを，漢字を使って
書き直す
（友達にかぎらず）

情報を相手に分かりやすく伝える
ための記述の仕方の工夫を捉える

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

公衆電話について調べたことを【報告する
文章】の　　　　の１文を，接続語「そこ
で」を使って２文に分けて書き直す

文と文との意味のつながりを考え
ながら，接続語を使って内容を分
けて書く

正答率(％) 無解答率(％)

ア

イ

ア

イ

ウ
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中学校国語 

話
す
こ
と
・
聞
く
こ
と

書
く
こ
と

読
む
こ
と

伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項

三
重
県

（
公
立

）

全
国

（
公
立

）

三
重
県

（
公
立

）

全
国

（
公
立

）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

み
え
ス
タ
デ

ィ
・
チ

ェ
ッ
ク
と
の
関
連

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
と
の
関
連

１一
２
ウ 62.8 63.9 0.2 0.1

H29 中2 第2回
3一

１二
１
イ 60.3 61.5 0.1 0.1

H27 中 B2二
H28 中 B2二
H30 中 B1三

H27 中2 第1回
3一
H28 中2 第1回
2一
H29 中2 第1回
3二

学-Viva!!セット
第11弾
「必要な情報を
整理して書こう」

１三
１
オ 91.6 91.2 1.4 1.7

H28 中1 第1回
3二（2）
H29 中2 第2回
2二

１四
１
(2)
ア

53.4 56.8 6.0 5.6 H24 中 A7五

学-Viva!!セット
第14弾
「手紙の書き方
を知ろう」

２一
１
オ 77.9 80.4 0.3 0.2

H29 中2 第1回
2一
H30 中2 第1回
2一

２二
1
ウ 67.6 69.7 0.3 0.3

H28 中2 第1回
4二

２三
１
オ 61.9 60.4 8.2 8.9

H29 中2 第1回
2三
H31 中1 第1回
2二

３一
２
エ 86.2 87.4 0.4 0.4

H31 中2 第1回
2二

３二
１
ウ 77.2 77.8 7.6 7.9

H28 小 B2二
（１）、（２）

H28 中1 第1回
2二

学-Viva!!セット
第13弾
「根拠を明確に
して意見を書こ
う」

４

１
(1)
イ
(ｳ)

77.8 78.7 1.2 1.2

３点セットとの関連

話合いでの発言について説明したものとして
適切なものを選択する

相手に分かりやすく伝わる表現に
ついて理解する

語の一部を省いた表現についての説明として
適切なものを選択する

語の一部を省いた表現について，
話や文章の中での適切な活用の仕
方を理解する

話合いの流れを踏まえ，「どうするか決まっ
ていないこと」について自分の考えを書く

話合いの話題や方向を捉えて自分
の考えをもつ

意見文の下書きに書き加える言葉として適切
なものを選択する

書いた文章を読み返し，論の展開
にふさわしい語句や文の使い方を
検討する

広報誌の一部にある情報を用いて，意見文の
下書きに「魅力」の具体例を書き加える

伝えたい事柄について，根拠を明確
にして書く

「日本の文化の中には，海外でも広く知られ
ているものがあります。……第一回は，弁当
です。」について説明したものとして適切な
ものを選択する

「声の広場」への投稿を封筒で郵送するため
に，投稿先の名前と住所を書く

封筒の書き方を理解して書く

話合いでの発言の役割について説明したもの
として適切なものを選択する

話合いの話題や方向を捉える

学-Viva!!セット
第13弾
「引用して、自分
の考えを書こう」
【小学校】

問
題
番
号

問
題
の
概
要

学習指導要領の領域等 無解答率(％)

出
題
の
趣
旨

正答率(％)

文章の構成や展開，表現の仕方に
ついて，根拠を明確にして自分の
考えをもつ

「海外に広がる弁当の魅力」で述べられてい
る，弁当の魅力として適切なものを選択する

文章の展開に即して情報を整理
し，内容を捉える

「みんなの短歌」に掲載されている短歌の中
から一首を選び，感じたことや考えたことを
書く

文章に表れているものの見方や考
え方について，自分の考えをもつ
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小学校算数 

数
と
計
算

量
と
測
定

図
形

数
量
関
係

三
重
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

三
重
県
（

公
立
）

全
国
（

公
立
）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

み
え
ス
タ
デ
ィ

・
チ
ェ
ッ

ク
と
の
関
連

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
と
の
関
連

１（１）
4(1)
アイ 92.5 93.1 0.1 0.1 H23 小 A6

H30 小5第2回4(1)
H31 小4第1回4(2)

１（２）

4(1)
イ

5(1)
イ

59.9 60.3 0.4 0.6
H28 小 A6
H28 小 B5(2)
H30 小 B１(1)

H29 小5第1回3(2)

１（３）
5(1)
ア 40.1 43.9 6.4 6.7 H28 小 B5(1) H27 小5第2回3(1)

２（１）
3(3)
ア 95.6 95.2 0.1 0.2 H21 小 B5(2)

H31 小5第1回5(3)
H30 小5第2回5(1)
H28 小5第2回3(1)

２（２）
4(3)
イ

3(3)
ア 82.1 78.6 0.6 1.0 H26 小 B2(1) H28 小5第2回1(3)

２（３）
5(4)
ア

3(3)
ア 51.3 52.1 1.8 2.0 H21 小 B5(3) H29 小5第2回5(2)

学-Viva!! セット第7弾
「（小5）【数量関係】グラフの
問題」

２（４）
4(5)
ウ

4(2)
ア 66.0 60.1 0.7 1.0 H29 小 A2(3)

H30 小5第2回1(1)
H29 小5第2回1(2)

学-Viva!! セット第12 弾
「計算のきまり」
学-Viva!!セット第7弾
「計算の順序ときまり」

３（１）
3(2)
イウ 83.2 81.8 0.9 0.9

３（２）

3(2)
ウ

4(3)
エ

29.6 31.1 11.1 10.8
H28 小5第2回1(1)
H31 小5第1回2(1)

３（３）
4(3)
イエ 75.0 74.9 1.9 2.1

H28 小5第1回1(2)
H31 小5第1回2(1)

３（４）
5(3)
アイ
ウ

3(1) 44.3 47.0 1.8 2.2
H29 小 A1(3)
H28 小 B3(1)
H25 小 B2(1)

４（１） 4(1) 81.7 82.7 1.6 1.7
H28 小 B4(1)
H25 小 B5(1)

４（２）
3(3)
イ 69.8 68.6 4.3 4.4 H29 小 B2(1)

４（３）
5(4)
ア

5(1)
ア 62.6 62.6 3.2 3.5 H28 小 A4

学-Viva!!セット第8弾
「四角形を調べよう」
学-Viva!!セット第13弾
「どんな図形ができるかな」

H28 小4
「小数×整数の計算のしか
たを考えよう」

H28 小 A1(2)

学-Viva!!セット第13弾
「グラフを読み取ろう」

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域 正答率(％) 無解答率(％) ３点セットとの関連

長方形を直線で切ってできた図形の中から，
台形を選ぶ

台形について理解している

二つの合同な台形を，ずらしたり，回した
り，裏返したりして，同じ長さの辺どうしを
合わせてつくることができる形を選ぶ

図形の性質や構成要素に着目し，
ほかの図形を構成することができ
る

減法の式が，示された形の面積をどのように
求めているのかを，数や演算の表す内容に着
目して書く

示された図形の面積の求め方を解
釈し，その求め方の説明を記述で
きる

１９８０年から２０１０年までの，１０年ご
との市全体の水の使用量について，棒グラフ
からわかることを選ぶ

棒グラフから，資料の特徴や傾向
を読み取ることができる

２０１０年の市全体の水の使用量が
１９８０年の市全体の水の使用量の約何倍か
を，棒グラフから読み取って書く

２０１０年の市全体の水の使用量
が１９８０年の市全体の水の使用
量の何倍か読み取ることができる

二つの棒グラフから，一人当たりの水の使用
量についてわかることを選び，選んだわけを
書く

資料の特徴や傾向を関連付けて，
一人当たりの水の使用量の増減を
判断し，その理由を記述できる

洗顔と歯みがきで使う水の量を求めるため
に，６＋０.５×２を計算する

加法と乗法の混合した整数と小数
の計算をすることができる

３５０－９７について，引く数の９７を
１００にした式にして計算するとき，ふさわ
しい数値の組み合わせを書く

示された減法に関して成り立つ性
質を基にした計算の仕方を解釈
し，適用することができる

減法の計算の仕方についてまとめたことを基
に，除法の計算の仕方についてまとめると，
どのようになるのかを書く

示された計算の仕方を解釈し，減
法の場合を基に，除法に関して成
り立つ性質を記述できる

被除数と除数にかける数や割る数を選び，６
００÷１５を計算しやすい式にして計算する

示された計算の仕方を解釈し，か
ける数や割る数を選び，計算しや
すい式にして計算できる

残り７ポール分進むのにかかる時間の求め方
と答えを記述し，２４分間以内にレジに着く
ことができるかどうかを判断する

場面の状況から，単位量当たりの
大きさを基に，求め方と答えを記
述し，その結果から判断できる

１８００÷６は，何ｍ分の代金を求めている
式といえるのかを選ぶ

示された除法の式の意味を理解し
ている

だいたい何分後に乗り物券を買う順番がくる
のかを知るために，調べる必要のある事柄を
選ぶ

目的に適した伴って変わる二つの
数量を見いだすことができる

何秒後にゴンドラに乗ることができるのかを
求める式を書く

示された場面において，複数の数
量から必要な数量を選び，立式す
ることができる



19 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中学校数学 

数
と
式

図
形

関
数

資
料
の
活
用

三
重
県

（
公
立

）

全
国

（
公
立

）

三
重
県

（
公
立

）

全
国

（
公
立

）

全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
と
の
関
連

み
え
ス
タ
デ

ィ
・
チ

ェ
ッ
ク
と
の
関
連

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
と
の
関
連

１
1(1)
ア 59.9 62.2 0.1 0.2

H23 中
A１(2)
H25 中
A１(3)

H30 中2 第1回
1(2)

学-Viva!!セット第10弾
「これまでの学習を確認しよう④(数と式)」

２
2(2)
ウ 70.6 70.1 4.2 5.1

H27 中
A3(4)
H29 中
A3(4)
H30 中
A3(3)

H27 中2 第2回
1(6)

宿題用学-Viva!!セット「これまでの復習をしよう①」
H30中2
「連立方程式」

３
1(1)
イ 82.8 83.6 0.6 0.7

H27 中
A4(2)
H29 中
A4(2)

H27 中2 第2回
2(2)
H31 中2 第1回
4(1)

学-Viva!!セット第7弾
「図形の移動について考えよう」
学-Viva!!セット第9弾
「三角形の移動を考えよう」
学-Viva!!セット第10弾
「これまでの学習を確認しよう⑤(数と式・平面図形)」

４
1(1)
エ 51.6 48.9 8.1 10.4

H21 中
A10(2)

学-Viva!!セット第12弾
「反比例のグラフ」
学-Viva!!セット第13弾
「比例・反比例，一次関数(変化の割合など)」
学-Viva!!セット第14弾
「比例・反比例（表・式・グラフ）」

５
2(1)
ア 72.8 72.8 2.9 3.3

H28 中
A13(2)
H29 中
A15(2)
H30 中
A15(2)

学-Viva!!セット第13弾
「確率」
H29中2
「確率を求めよう」

６
（１）

2(1)
イ,エ 39.4 38.8 0.3 0.3

６
（２）

2(1)
イ,エ 37.7 34.7 10.0 11.6

H28 中
B3(3)

H27 中2 第2回
5(3)
H29 中2 第2回
4(3)
H30 中2 第2回
4(3)

学-Viva!!セット第9弾
「携帯電話の使用料金について考えてみましょう」

７
（１）

2(2)
ア 78.9 75.8 4.3 5.2

H26 中
A7
H27 中
A7(2)
H29 中
A7(1)

学-Viva!!セット第7弾
「図形の証明を考えよう」
学-Viva!!セット第13弾
「図形の証明・図形の性質」
H30中2
「証明の利用」

７
（２）

2(2)
イ 77.1 77.2 0.5 0.5

H28 中2 第2回
3

７
（３）

2(2)
ウ 54.2 53.3 15.9 17.6

学-Viva!!セット第13弾
「図形の証明・図形の性質」

８
（１）

1(1)
ア 58.8 57.9 10.0 10.6

H24 中
A15(2)
H28 中
A12(1)

H27 中2 第1回
2(10)
H29 中2 第1回
5(1)
H29 中2 第2回
3(1)

学-Viva!!セット第10弾
「これまでの学習を確認しよう⑧(数と式・資料の活用)」
学-Viva!!セット第13弾
「範囲と最頻値・中央値」
宿題用学-Viva!!セット
「これまでの学習を確認しよう①」
H30中1
「度数の分布と代表値」

８
（２）

1(1)
イ 43.0 40.8 20.5 21.3

H27 中
B5(2)
H28 中
B5(1)

H27 中2 第2回
7(3)
H28 中2 第2回
6(2)

学-Viva!!セット第8弾
「全国の平均寿命を比べよう」
学-Viva!!セット第14弾
「資料の傾向をとらえて説明しよう」

８
（３）

1(1)
ア,イ 53.8 53.6 1.2 1.0

H29 中
B5(2)

H30 中2 第2回
5(1)
H31 中2 第1回
5(1)

９
（１）

2(1)
イ,ウ 55.7 57.4 8.9 9.5

H23 中
B2(2)

９
（２）

2(1)
イ,ウ 58.6 59.7 16.9 17.8

H23 中
B2(3)
H24 中
B2(1)
H27 中
B2(2)

H27 中2 第1回
4(2)

H30中1
「碁石の数を表そう」

９
（３）

2(1)
イ,ウ 69.2 69.6 2.0 1.9

３点セットとの関連無解答率(％)正答率(％)

出
題
の
趣
旨

問
題
の
概
要

問
題
番
号

学習指導要領の領域

a と b が正の整数のとき，四則計算の結果

が正の整数になるとは限らないものを選ぶ

数の集合と四則計算の可能性につ
いて理解している

事象を数学的に解釈し，問題解決
の方法を数学的に説明することが
できる

連立二元一次方程式　　　　　　    を解
く

簡単な連立二元一次方程式を解く
ことができる

△ＡＢＣを，矢印の方向に△ＤＥＦまで平
行移動したとき，移動の距離を求める

平行移動の意味を理解している

反比例の表から式を求める
反比例の表から，x と y の関係を

式で表すことができる

連続する４つの奇数の和が４(２n＋４)で表

されたとき，２n＋４はどんな数であるかを

選ぶ

総合的・発展的に考察し，得られ
た数学的な結果を事象に即して解
釈することができる

図書だよりの下書きに書かれているわかっ
たことの根拠となる値として適切なものを
選ぶ

問題解決をするためにどのような
代表値を用いるべきかを判断する
ことができる

説明をよみ，６n＋９を３(２n＋３)に変形

する理由を完成する

与えられた説明を振り返って考
え，式変形の目的を捉えることが
できる

連続する５つの奇数の和が中央の奇数の５
倍になることの説明を完成する

事柄が成り立つ理由を説明するこ
とができる

読んだ本の冊数と人数の関係をまとめた表
から，読んだ本の冊数の最頻値を求める

資料を整理した表から最頻値を読
み取ることができる

「１日に２６分ぐらい読書をしている生徒
が多い」という考えが適切ではない理由
を，ヒストグラムの特徴を基に説明する

資料の傾向を的確に捉え，判断の
理由を数学的な表現を用いて説明
することができる

証明で用いられている三角形の合同条件を
書く

証明の根拠として用いられている
三角形の合同条件を理解している

ある予想に対して与えられた図が反例と
なっていることの説明として正しいものを
選ぶ

反例の意味を理解している

四角形ＡＢＣＤがどのような四角形であれ
ば，ＡＦ＝ＣＥになるかを説明する

結論が成り立つための前提を考
え，新たな事柄を見いだし，説明
することができる

２枚の１０円硬貨を同時に投げるとき，２
枚とも表の出る確率を求める

簡単な場合について，確率を求め
ることができる

冷蔵庫Ａの使用年数と総費用の関係を表す
グラフについて，点Ｐの y 座標と点Ｑの y

座標の差が表すものを選ぶ

グラフ上の点Ｐの y 座標と点Ｑの

y 座標の差を，事象に即して解釈

することができる

冷蔵庫Ｂと冷蔵庫Ｃについて，式やグラフ
を用いて，２つの総費用が等しくなる使用
年数を求める方法を説明する

y ＝－２x ＋１

y ＝ x －５
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中学校英語 

聞
く
こ
と

話
す
こ
と

読
む
こ
と

書
く
こ
と

三
重
県

（
公
立

）

全
国

（
公
立

）

三
重
県

（
公
立

）

全
国

（
公
立

）

１
（１）

(ｱ)
(ｲ) 90.2 91.1 0.1 0.2

１
（２）

(ｱ)
(ｲ) 88.0 88.6 0.1 0.1

１
（３）

(ｱ)
(ｲ) 73.2 72.3 0.2 0.2

１
（４）

(ｱ)
(ｲ) 59.5 61.8 0.2 0.2

２ (ｵ) 70.7 71.8 0.2 0.2

３ (ｵ) 80.8 82.0 0.2 0.2
学-Viva!!セット第12弾
「会話の要点を聞き取ろう」

４ (ｳ) 7.0 7.6 39.9 42.3

学-Viva!!セット第13弾
「提案に対する自分の考えを簡潔に書こう」
学-Viva!!セット第14弾
「聞いた内容についてあなたのアドバイスを書こう」

５
（１）

(ｲ) 78.7 79.4 0.1 0.2

５
（２）

(ｲ) 72.2 74.4 0.2 0.2

５
（３）

(ｲ) 72.3 73.1 0.4 0.4

６ (ｳ) 62.7 62.9 0.4 0.4
学-Viva!!セット第13弾
「話の流れをつかもう」

７ (ｳ) 31.1 32.8 1.0 1.0

８ (ｵ) 9.9 10.9 26.0 27.9
学-Viva!!セット第13弾
「自分の考えと理由を伝えよう」

９
（１）

①

(ｱ)
(ｲ) 81.2 79.9 0.2 0.3

９
（１）

②

(ｱ)
(ｲ) 58.9 58.2 0.4 0.5

９
（２）

①

(ｱ)
(ｲ) 75.6 73.6 3.7 4.4

９
（２）

②

(ｱ)
(ｲ) 28.5 28.9 11.4 12.6

９
（３）

①

(ｱ)
(ｲ) 59.1 53.5 5.1 6.4

９
（３）

②

(ｱ)
(ｲ) 32.2 32.9 8.3 9.3

９
（３）

③

(ｱ)
(ｲ) 42.4 37.4 8.8 10.5

１０ (ｵ) 1.8 1.8 7.4 8.3
学-Viva!!セット第12弾
「読み手を意識して書こう」

ある状況を描写する英語を聞いて，その内容を
最も適切に表している絵を選択する

語と語の連結による音変化をとら
えて，情報を正確に聞き取ること
ができる

教室英語を聞いて，その指示の内容を最も適切
に表している絵を選択する

教室英語を理解して，情報を正確
に聞き取ることができる

正答率(％) 無解答率(％)
 
 
 

ワ
ー

ク
シ
ー

ト
と
の
関
連

問
題
番
号

問
題
の
概
要

出
題
の
趣
旨

学習指導要領の領域

家での会話を聞いて，その内容を最も適切に表
している絵を選択する

日常的な話題について，情報を正
確に聞き取ることができる

イギリスと日本の類似点や相違点についてのス
ピーチを聞いて，話の展開に合わせて示す絵を
並び替える

まとまりのある英語を聞いて，話
の概要を理解することができる

外国人の先生と女子生徒の会話を聞いて，その
内容を最も適切に表している絵を選択する

日常的な話題について，情報を正
確に聞き取ることができる

天気予報を聞いて，ピクニックに行くのに最も
適する曜日を選択する

まとまりのある英語を聞いて，必
要な情報を理解することができる

来日する留学生の音声メッセージを聞いて，部
活動についてのアドバイスを書く

聞いて把握した内容について，適
切に応じることができる

ある場所を説明する英文を読んで，空所に入る
語句として最も適切なものを選択する

日常的な話題について，簡単な語
句や文で書かれたものの内容を，
正確に読み取ることができる

学-Viva!!セット第12弾
・「何についての説明かを考えよう」
・「内容について理解しよう（交換留学生との交流
会）」
・「内容について理解しよう（「みえびぃ展」案内チラ
シ）」
・「表から必要な情報を読み取ろう（部活動活動場
所）」

学-Viva!!セット第13弾
・「表から必要な情報を読み取ろう（テレビ番組表）」
・「何についての説明かを考えよう」

ある状況を描写する英文を読んで，その内容を
最も適切に表している絵を選択する

日常的な話題について，簡単な文
で書かれたものの内容を，正確に
読み取ることができる

月ごとの平均気温を表したグラフを見て，その
内容を正しく表している英文を選択する

日常的な話題について，簡単な文
で書かれたものの内容を，正確に
読み取ることができる

与えられた英語を適切な形に変えたり，不足し
ている語を補ったりなどして，会話が成り立つ
ように英文を書く

一般動詞の２人称単数現在時制の
疑問文を正確に書くことができる

発表活動のためにまとめられた100円ショップ
についての文章を読んで，話の流れを示すスラ
イドとして最も適切なものを選択する

まとまりのある文章を読んで，話
のあらすじを理解することができ
る

チンパンジーに関する説明文とその前後にある
対話を読んで，書き手が最も伝えたい内容を選
択する

まとまりのある文章を読んで，説
明文の大切な部分を理解すること
ができる

食糧問題について書かれた資料を読んで，その
問題に対する自分の考えを書く

書かれた内容に対して，自分の考
えを示すことができるよう，話の
内容や書き手の意見などをとらえ
ることができる

学校を表す２つのピクトグラム（案内用図記
号）の案を比較して，どちらがよいか理由とと
もに意見を書く

与えられたテーマについて考えを
整理し，文と文のつながりなどに
注意してまとまりのある文章を書
くことができる

与えられた英語を適切な形に変えたり，不足し
ている語を補ったりなどして，会話が成り立つ
ように英文を書く

一般動詞の１人称複数過去時制の
肯定文を正確に書くことができる

与えられた情報に基づいて，ある女性を説明す
る英文を書く

与えられた情報に基づいて，３人
称単数現在時制の肯定文を正確に
書くことができる

学-Viva!!セット第14弾
「情報に基づいて説明しよう」

与えられた情報に基づいて，ある女性を説明す
る英文を書く

与えられた情報に基づいて，３人
称単数現在時制の肯定文を正確に
書くことができる

与えられた情報に基づいて，ある女性を説明す
る英文を書く

与えられた情報に基づいて，一般
動詞の３人称単数現在時制の否定
文を正確に書くことができる

文中の空所に入れる接続詞として，最も適切な
ものを選択する

文の中で適切に接続詞を用いるこ
とができる

文中の空所に入れる接続詞として，最も適切な
ものを選択する

文の中で適切に接続詞を用いるこ
とができる
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第２章 児童生徒・学校質問紙調査の結果 

多くの大人が関わり、励ましながら、子どもたちの
学びと育ちを支えることが大切です。 

自己肯定感、挑戦心、達成感に関する状況 

「自分には、よいところがあると思いますか。」との質問に対し、肯定的（「当てはまる」「どちらかといえば、

当てはまる」）に回答した小中学生の割合は、昨年度より減少したものの増加傾向にあり、中学生は全国平均を上

回っています。こうした状況は「先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。」「先生は、授

業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれていると思いますか。」

等の質問に対し、肯定的に回答した小中学生の割合が、全国平均を上回っていることからもわかるように、子ども

たちの学びに寄り添ったきめ細かな指導等によるものと考えます。 

今後も、子どもたちが、学校・家庭・地域での様々な学びの場をとおして、「できるようになった」という達成

感を積み重ね、自己肯定感を高めることができるよう、多くの大人が関わり、励ましながら、子どもたちの学びと

育ちを支えることが大切です。 

昨年度より増加しました。小中学校ともに、全国を上回っています。 

「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かるまで教えてくれていると

思いますか」との質問に肯定的に回答した小中学生の割合は、平成 29 年度より増加しています。特に「当てはま

る」と回答した小中学生の割合が全国と比べ５ポイント以上高く、各学校において子ども一人ひとりの状況に応じ

たきめ細かな指導が行われていることがわかります。 

各質問に対して、「当てはまる」と回答した子どもと「当てはまらない」と回答した子どもの平均正答率を比べ

ると、20 ポイント以上差のある教科もあります。最後までやりぬくことの大切さを伝えること、子どもが取り組

んでいる過程（プロセス）を認め、励ましていくことが大切です。 

【児童生徒質問紙】（６）先生は、あなたのよいところを認めてくれていると思いますか。 

小学生 中学生 

42.4 

48.5 

43.1 

43.0 

43.1 

41.4 

38.7 

43.3 

44.8 

43.0 

11.9 

9.5 

10.3 

9.6 

10.7 

4.1 

2.9 

3.0 

2.5 

3.0 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

33.4 

35.5 

34.7 

32.8 

31.3

46.2 

46.7 

49.5 

50.3 

50.2

15.5 

13.7 

12.5 

13.1 

14.2

4.6 

3.9 

3.2 

3.7 

4.2

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

66.5 68.4 64.3 66.9 
56.8 

61.2 

50.3 
55.0 

国語 算数

73.0 
62.7 

58.1 

72.7 

60.9 
56.3 

67.3 

54.6 51.9 

62.9 

51.7 48.9 

国語 数学 英語

【児童生徒質問紙】（５）自分には、よいところがあると思いますか。 

33.5

35.1

38.1

35.4

38.8

42.0

42.3

45.3

44.7

42.4

17.3

15.6

12.1

14.7

13.4

7.1

6.9

4.4

5.1

5.3

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

中学生 小学生 

27.4

28.3

32.7

27.8

29.0 

43.9

44.9

47.2

47.1

45.1 

20.1

19.5

14.8

18.4

18.6 

8.5

7.1

5.3

6.7

7.3 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

67.2 69.5
64.7 66.9

59.1 62.8
53.3 56.8

国語 算数

72.4
62.6

58.1

72.6

61.1
56.6

70.6

57.5 53.6

65.7

52.9 50.5

国語 数学 英語

＜グラフの見方＞ 
・上段の帯グラフは、質問に対する回答別の割合を示します。年度の帯グラフは、本県の経年の状況を示します。 
・下段の棒グラフは、質問に対する本県の回答別の平均正答率（H31 年度）を示します。 
・グラフの値は四捨五入した値のため、合計が 100%にならない場合があります。 
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小学生 

25.8 

27.0 

29.4 

30.1

51.8 

51.1 

49.3 

48.9

19.5 

18.8 

17.7 

17.6

2.9 

3.0 

3.5 

3.3

H28

H29

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

中学生 

【児童生徒質問紙】（10）難しいことでも、失敗を恐れないで挑戦していますか。 

19.5 

19.7 

21.9 

22.5

51.3 

53.5 

48.8 

47.8

25.4 

23.4 

25.1 

25.0

3.8 

3.3 

4.1 

4.6

H28

H29

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

64.5 67.5 65.4 67.7 
62.5 64.9 

53.9 55.1 

国語 算数

69.2
59.1 55.6

73.0

62.0
57.1

72.4

59.4 55.3
65.6

52.2 50.6

国語 数学 英語

※平成 30 年度は質問項目にありません。 

小学生 中学生 

【児童生徒質問紙】（９）ものごとを最後までやり遂げて、うれしかったことがありますか。 

71.6

73.1

79.4

79.5

23.3

22.0

15.9

15.7

3.9

3.7

3.3

3.4

1.2

1.1

1.4

1.4

H28

H29

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

73.7

75.2

76.1

75.6

21.3

20.3

18.2

18.3

3.8

3.5

3.9

4.4

1.2

1.0

1.6

1.6

H28

H29

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

72.6

61.5
56.9

69.9

57.8 54.1

66.8

53.4 51.9
62.2

50.4 48.3

国語 数学 英語

66.0 68.2 
59.2 62.3 

53.5 
59.2 

45.8 
50.6 

国語 算数

※平成 30 年度は質問項目にありません。 

小学生 

53.7 

54.9 

65.2 

59.5

34.1 

32.8 

29.0 

32.2

8.9 

8.6 

4.5 

6.5

3.0 

3.3 

1.2 

1.7

H28

H29

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

32.2 

34.2 

42.3 

37.3

45.2 

45.1 

45.2 

47.3

16.8 

15.4 

10.1 

12.4

5.4 

5.1 

2.2 

2.8

H28

H29

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

中学生 

【児童生徒質問紙】（７）先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分

かるまで教えてくれていると思いますか。 

65.6 68.0 
62.7 65.4 

57.4 60.1 

49.4 
54.7 

国語 算数

72.5
62.5

57.4

72.2

60.1
55.9

68.7

54.9 52.8
60.3

47.7 46.8

国語 数学 英語

※平成 30 年度は質問項目にありません。 
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お互いに考えていることを語り合うといった時間を大切にしましょう。 

子どもたち一人ひとりの学習活動が保証されることが、平均正答率に影響していると考えられます。 

 

 

。 

 

【児童生徒質問紙】（13）学校のきまり（規則）を守っていますか。 

小学生 中学生 

42.5 

47.4 

42.0 

45.7 

46.7 

49.3 

45.4 

46.6 

46.3 

45.6 

7.1 

6.0 

9.6 

7.0 

6.6 

1.0 

1.1 

1.7 

1.0 

1.0 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

64.9 

65.5 

66.0 

69.3 

66.8

31.0 

31.0 

30.0 

27.6 

29.4

3.3 

2.8 

3.1 

2.5 

3.1

0.7 

0.5 

0.7 

0.5 

0.6

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

73.1 

62.2 
57.3 

69.8 

57.4 54.2 
59.1 

43.3 44.7 
50.0 

38.4 
43.4 

国語 数学 英語

小学生 

66.4 67.8 63.9 67.0 

54.9 
60.3 

44.3 
50.0 

国語 算数

【児童生徒質問紙】（４）家の人（兄弟姉妹を除く）と学校での出来事について話をしますか。 

規範意識に関する状況 

中学生 

家の人との対話に関する状況 

「学校のきまり（規則）を守っていますか」との質問に肯定的に回答した小中学生の割合は、昨年度より増加し

ています。 

各教科とも、きまり（規則）を守っている小中学生ほど平均正答率が高い傾向が見られ、小学校国語、中学校国

語・数学では、「当てはまる」と回答した小中学生と「当てはまらない」と回答した小中学生の平均正答率の差は

20 ポイント以上ありました。 

授業規律が守られているクラスでは、子どもたち一人ひとりの学習活動（考えたり、表現したりすること）が確

実に保証されることから、平均正答率に影響していると考えられます。 

51.2 

49.8 

52.2 

48.0 

50.1 

27.0 

27.8 

27.8 

28.6 

27.3 

17.1 

17.0 

15.2 

17.6 

16.8 

4.6 

5.2 

4.6 

5.6 

5.8 

H28

H29

H30

H31

全国

している どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

68.3 69.3 
64.4 67.2 

58.6 
63.2 

46.1 
52.8 

国語 算数

43.4 

43.6 

43.5 

45.6 

46.4 

30.3 

30.4 

31.9 

30.4 

30.0 

19.8 

19.6 

18.2 

18.0 

17.5 

6.5 

6.4 

5.8 

5.9 

5.9 

H28

H29

H30

H31

全国

している どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

75.1 

63.1 
58.7 

71.0 

59.8 
55.6 

68.1 

57.2 
52.8 

60.0 
50.0 47.9 

国語 数学 英語

「家の人と学校での出来事について話をしますか」との質問に肯定的に回答した小中学生の割合は、中学生では

平成 28 年度以降増加していますが、小中学生ともに全国平均を下回る状況にあります。 

対話をしている小中学生と全くしていない小中学生の平均正答率を比較すると、小中学校全ての教科において差が見

られます。 

子どもは、ふだんの何気ない家の人との対話やふれ合いから、多くのことを受け取っています。対話をとおして、

子どもの「聴いてもらえた」「分かってもらえた」「認めてもらえた」という気持ちがふくらみ、子どもに安

心感が生まれ、信頼関係が深まります。  

子どもの成長とともに、子どもとの対話が少なくなりがちです。夕食時や週末などに学校での出来事や、お互い

に考えていることを語り合うといった時間を大切にしましょう。 
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平日に 1 時間以上勉強している小中学生の割合は、平成 28 年度以降増加傾向にありますが、全国平均を下回る

状況が続いています。 

「１時間以上学習している」と回答した小中学生の平均正答率は、全教科で全国平均以上となっています。なお、

中学生では、学習時間が「2 時間以上 3 時間未満」と回答した生徒の平均正答率が全ての教科で最も高くなってい

ます。「3 時間以上」と回答した生徒は睡眠時間が短く、翌日の授業に集中できていないことが考えられます。 

１時間以上を目安に、学習習慣を身に付けていくことが大切です。 

平日に 10 分以上読書をしている小中学生の割合は、昨年度に比べて減少し、全国平均を下回っている状況です。 

10 分以上読書をしている小学生の平均正答率は、国語、算数ともに全国平均を上回っています。また、「10 分

～30 分」「30 分～1 時間」と回答した中学生の平均正答率は、各教科で全国平均を上回っています。 

子どもが本に親しむ原点は「楽しさ」です。家庭は子どもが読書と出会うきっかけをつくる大切な場です。その

大切な場で子どもたちが、読書を楽しみ、自ら読書に親しめるよう、大人と子どもが一緒に読書に親しむ「家読（う

ちどく）」に取り組んでいきましょう。 

8.3

9.7

9.7

9.4 

12.4

15.4

15.8

17.5

18.2 

16.9

36.7

36.1

35.5

36.6 

36.8

27.5

26.4

25.5

25.8 

24.1

9.4

9.1

9.0

7.5 

7.6

2.5

2.7

2.7

2.3 

2.3

H28

H29

H30

H31

全国

3時間以上 2時間～3時間 1時間～2時間

30分～1時間 30分より少ない 全くしない

8.6

7.7

8.2

8.9

8.2 

9.9

24.5

23.7

23.6

23.6

24.4 

25.6

33.4

33.8

34.7

35.0

34.9 

34.3

18.8

19.6

19.3

18.5

19.1 

17.2

9.9

10.2

9.8

9.1

9.4 

8.4

4.6

4.9

4.4

4.8

3.9 

4.4

H27

H28

H29

H30

H31

全国

3時間以上 2時間～3時間 1時間～2時間

30分～1時間 30分より少ない 全くしない

 

 

 

 

 

 

 

１時間以上を目安に、学習習慣を身に付けていくことが大切です。 
 
 

。 
 
 
 
 

8.6

5.2 

4.9 

5.4 

4.1 

4.8

24.5

7.6 

7.6 

8.0 

6.9 

7.6

33.4

13.2 

13.4 

14.5 

13.2 

14.6

18.8

20.4 

21.8 

21.7 

21.3 

23.4

9.9

13.9 

14.1 

15.4 

15.7 

14.8

4.6

39.6 

38.1 

34.8 

38.7 

34.8

H27

H28

H29

H30

H31

全国

2時間以上 1時間～2時間 30分～1時間

10分～30分 10分より少ない 全くしない

学習習慣に関する状況 

【児童生徒質問紙】（19）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

読書をしますか。（教科書や参考書、漫画や雑誌は除く） 

小学生 

7.3 

6.1 

6.5 

7.6 

6.4 

7.0

9.5 

9.5 

9.1 

10.8 

10.8 

11.3

18.1 

18.8 

18.7 

20.5 

20.2 

21.5

26.2 

28.0 

27.5 

25.5 

26.5 

25.9

16.9 

16.2 

16.2 

15.9 

17.1 

15.6

21.9 

21.3 

21.7 

19.5 

19.1 

18.7

H27

H28

H29

H30

H31

全国

2時間以上 1時間～2時間 30分～1時間

10分～30分 10分より少ない 全くしない

中学生 

毎日10分～30分でも、継続していくことが大切です。 
 
 
。 

 
 

中学生 小学生 

読書習慣に関する状況 

66.8 67.3 68.2 69.1 68.3 69.7 65.2 68.1 
61.4 64.3 

57.7 62.1 

国語 算数

【児童生徒質問紙】（18）学校の授業時間以外に、普段（月曜日から金曜日）、１日当たりどれくらいの時間、

勉強をしますか。（学習塾で勉強している時間や家庭教師に教わっている時間も

含む） 

70.2 71.1 
67.5 69.3 

66.0 68.4 
61.6 

64.9 
53.7 57.6 

47.5 52.3 

国語 算数

71.4 
62.4 

59.5 

74.2 
63.6 

59.9 

72.8 
61.9 56.7 

71.3 
58.7 

54.0 
67.3 

53.3 49.8 
59.3 

45.4 43.9 

国語 数学 英語

70.9 

58.5 52.7 

73.0 

59.2 55.6 

73.8 

62.0 57.0 

74.9 
63.7 58.8 

72.4 
62.0 57.1 

68.8 
57.6 54.2 

国語 数学 英語
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国語と算数に関する小学生の興味関心は、肯定的に回答した割合が増加傾向にあります。国語、算数ともに、前
年度からすべての項目において「当てはまる」と回答した割合が増加しており、平成 28 年度からの過去 4 年間で
最も高くなりました。また、「国語の勉強/算数の勉強が好き」と回答した小学生の方が平均正答率が高い傾向が
見られました。 
学校における指導状況は、国語の「目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか」、算数の「実

生活における事象との関連を図った授業を行いましたか」「計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか」
の質問に対して、「よく行った」と回答した割合が増加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

33.1 

40.7 

38.7 

36.3 

62.9 

53.7 

55.6 

56.5 

H28

H29

H31

全国

書く習慣を付ける授業を行いましたか。 

算数の勉強は大切だと思いますか。 

算数の授業の内容はよく分かりますか。 

算数の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

49.1 

50.0 

44.4 

51.7 

49.3

33.5 

33.3 

41.1 

34.0 

34.2

H28

H29

H30

H31

全国

68.2 

67.1 

66.1 

73.3 

72.3 

22.3 

22.2 

25.1 

20.0 

20.2 

H28

H29

H30

H31

全国

93.3 

算数の勉強は好きですか。 

39.8 

38.4 

34.1 

41.0 

40.6

27.8 

28.3 

30.8 

29.1 

28.0

H28

H29

H30

H31

全国

20.4 

23.9 

33.2 

34.0 

70.2 

68.3 

60.2 

60.1 

H28

H29

H31

全国

22.4 

23.8 

24.5 

26.5

33.7 

34.2 

37.1 

37.7

H28

H29

H31

全国

73.2 

73.3 

67.4 

76.2 

75.6

19.2 

18.8 

24.8 

17.9 

18.1

H28

H29

H30

H31

全国

目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか。 

70.1 

36.7 

39.5 

42.4 

41.2 

44.7 

43.9 

43.9 

43.7 

H28

H29

H31

全国

※平成 30 年度は、国語の調査項目はありません 

61.6（肯定的な回答） 

小学校 

【国語】 小学生の興味関心と学校の指導状況 

11.3 

10.7 

11.0 

17.8 

16.5

64.5 

68.5 

71.5 

67.0 

65.9

H28

H29

H30

H31

全国

85.7 

20.4 

24.7 

21.8 

25.7 

69.4 

64.3 

67.3 

62.5 

H28

H29

H31

全国

よく行った 

様々な文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか。 

93.4 

国語の勉強は大切だと思いますか。 

94.3 

どちらかといえば、行った 

70.5 65.5 61.6 53.8 

89.1 

               国語、算数が「好き」と回答した小学生ほど、 
平均正答率が高い傾向にあります。 

 

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

教科に対する意識等に関する状況（国語、算数・数学について） 
① 小学生の興味関心と小学校における指導 

児童質問紙 

86.3 

58.4 

56.0 

64.5 

64.2 

31.6 

32.7 

27.2 

27.0 

H28

H29

H31

全国

学校質問紙 

66.2 

64.8 

69.2 

68.6

25.4 

26.2 

24.1 

24.4

H28

H29

H31

全国

国語の授業の内容はよく分かりますか。 

84.8 

国語の勉強は好きですか。 

【算数】 小学生の興味関心と学校の指導状況 

94.1 

「国語の勉強は好きか」の 

選択肢毎の国語の平均正答率 

当てはまる 

どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 

当てはまらない 

「国語の勉強は好きか」の 

選択肢毎の国語の平均正答率 

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

(%) 

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

当てはまる 

計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか。 

どちらかといえば、当てはまる 

58.9 

59.6 

56.3 

63.3 

60.6

39.8 

39.6 

40.3 

35.5 

37.1

H28

H29

H30

H31

全国

実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか。 

98.8 

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

91.7 

73.1 66.2 61.4 53.7 

「国語の勉強は好きか」の 

選択肢毎の国語の平均正答率 

当てはまる 

どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 

当てはまらない 

「算数の勉強は好きか」の 

選択肢毎の算数の平均正答率 

(%) 

 

(%) 

 

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

93.3 
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国語と数学に関する中学生の興味関心は、いずれの項目も肯定的な回答の割合が、平成 28 年度からの過去４年

間で最も高くなりました。また、「国語の勉強/数学の勉強が好き」と回答した中学生の方が平均正答率が高い傾

向が見られました。特に数学では、「数学の勉強は好きですか」との質問に対し、「当てはまる」と回答した割合

と「当てはまらない」と回答した割合の差が 22 ポイントありました。 

学校における指導状況は、国語の「書く習慣を付ける授業を行いましたか」において、「よく行った」と回答し

た中学校の割合が平成 29 年度に比べて 8.6 ポイント増加し、全国平均を上回る結果となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

32.7 

38.2 

46.8 

44.1 

64.2 

58.6 

51.3 

51.2 

H28

H29

H31

全国

数学の勉強は大切だと思いますか。 

78.8 

21.4 

17.8 

23.4 

29.3 

66.7 

66.2 

63.6 

59.7 

H28

H29

H31

全国

22.6 

25.5 

27.3 

31.5 

64.8 

65.6 

65.6 

58.4 

H28

H29

H31

全国

書く習慣を付ける授業を行いましたか。 

48.6 

49.2 

46.2 

52.3 

49.8

33.3 

33.5 

38.2 

33.8 

34.4

H28

H29

H30

H31

全国

国語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

22.9 

23.0 

24.1 

24.6

35.5 

35.1 

36.6 

37.1

H28

H29

H31

全国

数学の勉強は好きですか。 

様々な文章を読む習慣を付ける授業を行いましたか。 

数学の授業の内容はよく分かりますか。 

32.0 

30.0 

26.4 

32.0 

30.7

27.5 

27.7 

28.0 

28.2 

27.2

H28

H29

H30

H31

全国

37.1 

37.2 

31.5 

39.3 

34.8

37.8 

37.8 

43.5 

39.8 

39.1

H28

H29

H30

H31

全国

87.0 

60.2 

目的や相手に応じて話したり聞いたりする授業を行いましたか。 

数学の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか。 

76.4 
72.4 69.5 

65.3 

国語の勉強は大切だと思いますか。 

98.1 

92.9 

国語の授業の内容はよく分かりますか。 

38.3 

38.2 

35.2 

42.7 

40.3 

34.8 

36.1 

39.6 

36.1 

35.9 

H28

H29

H30

H31

全国

47.1 

46.5 

56.4 

53.7 

38.3 

38.8 

33.2 

34.3 

H28

H29

H31

全国

               国語、数学が「好き」と回答した中学生ほど、 
平均正答率が高い傾向にあります。 

 

57.1 

58.1 

61.6 

59.0 

32.2 

32.0 

30.5 

32.0 

H28

H29

H31

全国

教科に対する意識等に関する状況（国語、算数・数学について） 
② 中学生の興味関心と中学校における指導 

60.7（肯定的な回答） 

生徒質問紙 

27.7 

29.8 

32.0 

28.4 

47.7 

47.8 

49.1 

49.2 

H28

H29

H31

全国

92.1 

81.1 

10.7 

6.4 

7.6 

11.0 

15.2

57.9 

64.3 

65.8 

64.3 

62.9

H28

H29

H30

H31

全国

「国語の勉強は好きか」の 

選択肢毎の国語の平均正答率 

当てはまる 

どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 

当てはまらない 

「国語の勉強は好きか」の 

選択肢毎の国語の平均正答率 

【国語】 中学生の興味関心と学校の指導状況 

(%) 

 

【数学】 中学生の興味関心と学校の指導状況 

※平成 30 年度は、国語の調査項目はありません 

実生活における事象との関連を図った授業を行いましたか。 

86.1 

中学校 

国語の勉強は好きですか。 

79.1 

計算問題などの反復練習をする授業を行いましたか。 

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

(%) 

69.9 60.3 55.7 47.9 

「国語の勉強は好きか」の 

選択肢毎の国語の平均正答率 

当てはまる 

どちらかといえば、当てはまる 

どちらかといえば、当てはまらない 

当てはまらない 

「数学の勉強は好きか」の 

選択肢毎の数学の平均正答率 

89.6 

49.1 

56.1 

53.2 

51.3 

57.3

46.5 

42.0 

43.7 

41.6 

39.3

H28

H29

H30

H31

全国

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

(%) 

 

92.9 

75.3 

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

０ 2０ 4０ 6０ 8０ 10０ 
(%) 

学校質問紙 

78.8 

よく行った どちらかといえば、行った 当てはまる どちらかといえば、当てはまる 
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「英語の授業は好きですか」「英語の授業はよく分かりますか」との質問に対し、肯定的に回答した中学生の割

合は、それぞれ 55.5%、69.3%で、他教科よりやや低い状況です。 

一方で、「英語の授業で学習したことは、将来、社会に出たときに役に立つと思いますか」との質問に対し、肯

定的に回答した中学生の割合は 86.3%で全国平均より高い状況です。さらに「当てはまる」と回答した中学生の

割合は 60.8%で、他教科より高い状況であり、多くの中学生が社会に出た時の重要性を認識しています。 

今後、中学校の英語の指導については、内容の理解だけにとどまらず、内容に対する答えを英語で話したり書い

たりできるようにする、英語によるコミュニケーション力を付ける指導が重要となってきます。 

 

 

 

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

64.8 

56.5 

48.7 

41.2 

28.9 

29.0 

26.6 

27.0 

24.0 

24.1 

20.3 

19.8 

H31

全国

32.1 

29.5 

37.2 

36.5 

20.1 

22.4 

10.3 

11.4 

H31

全国

【生徒質問紙】英語の勉強は好きですか。 

61.9 
55.3 

47.8 
41.5 

59.2 

58.9 

26.8 

26.5 

9.0 

9.3 

4.8 

5.3 

H31

全国

【生徒質問紙】英語の授業はよく分かりますか。 

33.5 

33.6 

46.9 

45.6 

14.9 

15.7 

4.5 

4.9 

H31

全国

61.5 
55.6 

49.3 
42.3 

60.3 

52.1 
47.3 

42.2 

60.8 

60.7 

25.5 

24.7 

8.7 

9.2 

4.8 

5.2 

H31

全国

65.5 
58.4 

51.6 
44.8 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 

35.5 

35.7 

46.3 

45.5 

13.6 

14.2 

4.3 

4.4 

H31

全国

38.1 

39.2 

31.7 

29.4 

19.8 

19.8 

10.5 

11.6 

H31

全国

59.7 

52.3 
48.7 

43.1 

        英語によるコミュニケーション力を 
付ける指導を！ 

選択肢毎の 
英語の平均正答率 

31.3 

33.0 

31.5 

29.4 

23.3 

21.9 

13.7 

15.5 

H31

全国

教科に対する意識等に関する状況（中学校英語について） 
中学生の興味関心等 

選択肢毎の 
英語の平均正答率 

【生徒質問紙】英語の授業で学習したことは、将来、 
社会に出たときに役に立つと思いますか。 

【生徒質問紙】英語の勉強は大切だと思いますか。 

【生徒質問紙】１・２年生のときに受けた授業では、
英語を聞いて（一文一文ではなく全体の）概要や要
点をとらえる活動が行われていたと思いますか。 

選択肢毎の 
英語の平均正答率 

【児童生徒質問紙】外国の人と友達になったり、外国のことについてもっと知ったりしてみたいと思いますか。 

中学生 

選択肢毎の 
英語の平均正答率 

選択肢毎の 
英語の平均正答率 選択肢毎の 

英語の平均正答率 

【生徒質問紙】１・２年生のときに受けた授業では、
英語を読んで（一文一文ではなく全体の）概要や要
点をとらえる活動が行われていたと思いますか。 

小学生 

当てはまる どちらかといえば、当てはまる どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない 
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カリキュラム・マネジメントの「三つの側面」を踏まえ、学校の 

全体的なあり方を改善していくことが重要です。 
カリキュラム・マネジメントに関する状況 

「指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育目標を踏まえた横断的な

視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列していますか」との質問に「よくしている」と回答し

た割合は、小学校では昨年度より増加していますが、中学校では減少し、小中学校とも全国平均を下回っています。 

「児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を編成し、実施し、評価して改

善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか」との質問に「よくしている」と回答した小中学校の割合が、

昨年度に比べて小学校で 4.8 ポイント、中学校で 8.4 ポイント増加しています。また、組織的に学校全体で取り組

んでいる学校の方が、平均正答率が高い傾向にあります。カリキュラム・マネジメントの「三つの側面」を踏まえ、

教育活動や組織運営等の学校の全体的なあり方を改善していくことが重要です。 

小学校 

【学校質問紙】（19）言語活動について、国語科だけでなく、各教科、道徳、外国語活動、総合的な学習の 

時間及び特別活動を通じて、学校全体として取り組んでいますか。 

中学校 

34.9 

34.3 

36.6 

39.3 

46.8 

57.8 

57.0 

58.9 

57.9 

50.4 

7.3 

7.9 

4.5 

2.6 

2.7 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

H28

H29

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

22.6 

26.8 

32.9 

31.8 

42.4

64.8 

61.1 

56.3 

62.3 

52.7

12.6 

12.1 

10.8 

5.2 

4.7

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0

H28

H29

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

64.8 
66.9 

63.4 

65.7 

国語 算数

72.4 60.4 54.7 
70.2 59.2 55.2 

国語 数学 英語国語 国語 算数 数学 英語 

【学校質問紙】（17）児童生徒の姿や地域の現状等に関する調査や各種データ等に基づき、教育課程を編 

成し、実施し、評価して改善を図る一連のＰＤＣＡサイクルを確立していますか。 

小学校 中学校 

18.3 

20.2 

25.6 

30.4 

37.3 

67.7 

69.4 

69.9 

66.8 

58.1 

14.0 

9.8 

4.5 

2.9 

4.6 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

H28

H29

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

18.9 

18.5 

23.4 

31.8 

33.9

68.6 

66.2 

67.1 

62.3 

59.5

12.6 

15.3 

9.5 

5.8 

6.4

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1

H28

H29

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

国語 数学 国語 算数 

66.0 67.4 

63.2 

65.7 

国語 算数

71.8 60.0 55.4 70.5 59.4 54.9 

国語 数学 英語英語 

【学校質問紙】（15）指導計画の作成に当たっては、各教科等の教育内容を相互の関係で捉え、学校の教育 
目標を踏まえた横断的な視点で、その目標の達成に必要な教育の内容を組織的に配列 
していますか。 

小学校 中学校 

14.5 

17.1 

26.2 

27.8 

34.6 

72.6 

70.8 

69.6 

69.6 

60.5 

12.4 

11.5 

4.2 

2.3 

4.9 

0.5 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

H28

H29

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

17.6 

14.6 

28.5 

25.3 

29.1

67.3 

68.2 

61.4 

67.5 

62.2

14.5 

16.6 

10.1 

7.1 

8.6

0.6 

0.6 

0.0 

0.0 

0.1

H28

H29

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している
あまりしていない 全くしていない

73.5 61.2 56.2 
70.0 59.1 54.6 

国語 数学 英語

65.4 
67.1 

63.5 

65.8 

国語 算数国語 算数 

左が「よくしている」と回答
した学校の平均正答率、右が
「どちらかといえば、してい
る」「あまりしていない」「全
くしていない」と回答した学
校の平均正答率を示します。 国語 数学 英語 
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小学生 中学生 

28.3 

33.4 

33.0 

46.8 

44.1 

44.7 

19.9 

18.2 

18.1 

4.8 

4.1 

4.0 

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

28.3 

32.2 

29.3

47.0 

45.4 

45.5

19.7 

18.1 

20.0

4.9 

4.0 

4.9

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

70.3 72.2 
64.0 66.6 

57.2 60.1 

48.4 52.1 

国語 算数

【児童生徒質問紙】（35・37）５年生まで［１、２年生のとき］に受けた授業では、課題の解決に向けて、

自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか。 

77.8 
69.3 

62.1 
71.9 

60.2 
55.8 

64.0 

48.9 48.6 
55.7 

40.5 43.3 

国語 数学 英語

小学生 

【児童生徒質問紙】（29・32）学級の友達との間で［生徒の間で］話し合う活動を通じて、自分の考えを深 

めたり、広げたりすることができていると思いますか。 

中学生 

26.1 

25.9 

33.5 

29.1 

30.3 

41.4 

41.4 

42.9 

44.3 

43.8 

25.3 

24.7 

17.8 

20.9 

20.5 

7.0 

7.7 

5.5 

5.7 

5.4 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

68.2 70.3 
65.1 67.7 

59.6 62.1 
53.5 57.4 

国語 算数

73.9 
63.6 

58.5 

73.2 

61.9 
57.0 

68.0 

55.3 52.6 
62.5 

48.7 48.4 

国語 数学 英語

20.3 

19.6 

32.7 

29.1 

28.3 

44.5 

44.9 

43.8 

45.1 

44.5 

26.9 

27.2 

17.3 

19.6 

20.4 

8.1 

8.1 

6.0 

6.2 

6.7 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

「話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることができていると思いますか」との質問に肯

定的に回答した小中学生は 7 割を超えており、このように回答した小中学生の平均正答率は、全教科で全国平均を

上回っています。「授業では、課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組んでいたと思いますか」との質

問に「当てはまる」と回答した小中学生の割合が、昨年度に比べて小学校で 5.1 ポイント、中学校で 3.9 ポイント

増加しています。また、この質問に対して「当てはまる」と回答している小中学生と「当てはまらない」と回答し

ている小中学生の平均正答率を比べると、国語、算数・数学については 20 ポイント以上の差があります。 

学校に対する「授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自分から取り組むことができていると思いますか」

等の質問に、肯定的に回答した小中学校の割合は 8 割を超えており、新学習指導要領を踏まえた授業改善が図られ

ていることが伺えます。 

学びの過程では、見通しを持って粘り強く取り組むとともに、他者と協議しながら試行錯誤を重ね、自らの考え

を広げ深めるなどのプロセスが大切です。 

 他者と協議しながら試行錯誤を重ね、自らの考えを広げ 
深めるなどのプロセスが大切です。 

主体的・対話的で深い学びの視点からの授業改善
に関する取組状況 
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小学生 中学生 

23.5 

23.8 

22.8 

23.6 

24.7 

39.8 

39.8 

36.1 

37.6 

37.8 

28.1 

27.5 

29.3 

27.9 

27.5 

8.5 

8.7 

11.6 

10.6 

9.7 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

17.4 

16.6 

16.8 

17.7 

18.1

40.6 

40.3 

36.2 

37.5 

37.7

31.9 

32.6 

33.1 

32.6 

32.4

9.9 

10.3 

13.7 

11.9 

11.6

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

70.0 72.2 
66.3 68.4 

60.4 63.5 
54.0 57.0 

国語 算数

【児童生徒質問紙】（36・38）５年生まで［１、２年生のとき］に受けた授業で、自分の考えを発表する機

会では、自分の考えがうまく伝わるよう、資料や文章、話の組立てなどを工

夫して発表していたと思いますか。 

76.4 
68.2 

61.5 

74.1 

63.6 
58.1 

69.2 

56.2 53.3 

64.3 

49.6 49.2 

国語 数学 英語

小学校 中学校 

13.8 

16.6 

16.9 

70.7 

70.5 

68.6 

14.4 

12.6 

14.1 

1.1 

0.3 

0.2 

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

【学校質問紙】（32・33）調査対象学年の児童生徒は、授業では課題の解決に向けて、自分で考え、自分か

ら取り組むことができていると思いますか。 

13.9 

13.6 

14.5 

74.1 

70.8 

68.1 

11.4 

14.9 

17.2 

0.6 

0.6 

0.2 

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

【学校質問紙】（37）調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、習得・活用及び探究の学習過程 

を見通した指導方法の改善及び工夫をしましたか。 

小学校 中学校 

20.4 

22.8 

22.8 

20.1 

22.2 

70.2 

70.2 

71.5 

71.3 

67.1 

9.1 

6.5 

5.6 

8.6 

10.5 

0.3 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

H28

H29

H30

H31

全国

よく行った どちらかといえば、行った
あまり行っていない 全く行っていない

22.6 

19.1 

27.8 

20.8 

20.8

66.7 

73.9 

63.9 

68.8 

67.2

10.7 

7.0 

8.2 

10.4 

11.8

0.0 

0.0 

0.0 

0.0 

0.0

H28

H29

H30

H31

全国

よく行った どちらかといえば、行った
あまり行っていない 全く行っていない

【学校質問紙】（38）調査対象学年の児童生徒に対して、前年度までに、各教科等で身に付けたことを、様々

な課題の解決に生かすことができるような機会を設けましたか。 

中学校 小学校 

13.2 

19.2 

16.0 

18.1 

67.4 

71.3 

73.1 

66.6 

18.8 

9.6 

10.9 

15.2 

0.0 

0.0 

0.0 

0.1 

H29

H30

H31

全国

よく行った どちらかといえば、行った
あまり行っていない 全く行っていない

10.2 

15.8 

15.6 

14.5

70.7 

70.3 

64.9 

63.4

19.1 

13.9 

19.5 

22.0

0.0 

0.0 

0.0 

0.1

H29

H30

H31

全国

よく行った どちらかといえば、行った
あまり行っていない 行っていない
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67.8 68.2 

「今住んでいる地域の行事に参加していますか。」との質問に対し、肯定的に回答した小中学生の割合は、昨年

度より小学校で 7.4 ポイント、中学校で 7.2 ポイント増加し、小中学校ともに全国平均を６ポイント以上上回って

います。しかし「地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。」との質問に対しては、

肯定的に回答した小中学生の割合は増加傾向にあるものの、小学生は全国平均を下回る状況が続いています。 

子どもたちがより主体的に問題意識をもって地域に関わっていけるよう、学校での学びが社会とつながっている

ことを意識した授業づくりをしていくことが大切です。 

【児童生徒質問紙】（24）地域や社会をよくするために何をすべきかを考えることがありますか。 

小学生 中学生 

13.6 

14.6 

16.9 

18.9 

26.5 

31.4 

35.6 

35.6 

36.7 

34.5 

33.9 

32.3 

23.0 

19.3 

13.5 

13.1 

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

8.7 

9.8 

11.5 

11.5 

22.9 

28.2 

28.7 

27.9 

40.5 

39.9 

39.2 

38.9 

27.9 

21.9 

20.4 

21.6 

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

65.4 
63.6 

66.6 

58.7 

62.5 

国語 算数

71.6 

60.8 
56.6 

72.2 

61.2 
56.8 

72.3 

60.7 
56.2 

70.0 

57.9 54.4 

国語 数学 英語

67.5 68.7 
67.2 

地域との関わりに関する状況  

小学生 中学生 

44.2 

40.9 

39.3 

42.6 

37.2 

28.9 

27.4 

27.4 

31.5 

30.8 

15.1 

15.9 

17.0 

15.2 

18.6 

11.6 

15.5 

16.2 

10.7 

13.4 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

19.7 

17.2 

18.0 

61.5 

66.5 

61.1 

18.3 

15.8 

20.1 

0.0 

0.6 

0.6 

H29

H30

全国

よく行った どちらかといえば、行った
あまり行っていない 全く行っていない

小学校 中学校 

【参考】【学校質問紙】（H30） 調査対象学年の児童に対して、前年度までに、地域や社会をよくするた 

めに何をすべきかを考えさせるような指導を行いましたか。 

14.0 

15.2 

16.4 

61.8 

60.1 

55.2 

22.9 

24.7 

26.6 

1.3 

0.0 

1.7 

H29

H30

全国

よく行った どちらかといえば、行った
あまり行っていない 全く行っていない

【児童生徒質問紙】（23）今住んでいる地域の行事に参加していますか。 

22.1 

19.5 

20.4 

24.2 

21.0 

28.8 

27.7 

29.2 

32.6 

29.6 

26.4 

26.2 

27.1 

24.5 

26.1 

22.6 

26.5 

23.1 

18.7 

23.2 

H28

H29

H30

H31

全国

当てはまる どちらかといえば、当てはまる
どちらかといえば、当てはまらない 当てはまらない

65.8 65.8 

61.7 
65.0 

57.0 

60.3 

国語 算数

72.0 

60.6 
56.2 

73.1 

62.1 
57.0 

72.6 

61.0 
56.6 

67.8 

55.8 53.5 

国語 数学 英語
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活動を行いましたか。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

30.4 

30.5 

38.2 

55.1 

57.8 

52.2 

12.7 

11.0 

9.0 

1.3 

0.6 

0.5 

H30

H31

全国

よく参加している 参加している
あまり参加していない 全く参加していない

65.1 

64.2 

64.6 

32.7 

34.7 

33.2 

1.7 

1.1 

2.0 

0.6 

0.0 

0.1 

H30

H31

全国

よく参加している 参加している

あまり参加していない 全く参加していない

小学校 中学校 

【学校質問紙】（56・70）保護者や地域の人が学校の美化、登下校の見守り、学習・部活動支援、放課後支 

援、学校行事の運営などの活動に参加していますか。 

家庭・地域と目標やビジョンを共有し、一体となって子どもたちを 

育む「地域とともにある学校づくり」を進めていくことが大切です。 

小学校 中学校 

36.9 

43.3 

39.1 

40.8 

42.7 

40.1 

12.7 

9.2 

14.6 

9.6 

4.9 

6.2 

H30

H31

全国

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

【学校質問紙】（57・71）地域学校協働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして、（56・70）

の質問にあるような、保護者や地域の人との協働による活動を行いましたか。 

23.4 

22.1 

24.7 

39.2 

44.8 

42.8 

24.7 

25.3 

23.5 

12.7 

7.8 

8.9 

H30

H31

全国

よく行った どちらかといえば、行った

あまり行っていない 全く行っていない

地域や社会と学校の連携・協働に関する状況 

「教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか」との質問に対し、肯定的に

回答した小中学校の割合は、小中学校で８割を超えています。また、「保護者や地域の人が学校の美化、登下

校の見守り、学習・部活動支援、放課後支援、学校行事の運営などの活動に参加していますか」「地域学校協

働本部やコミュニティ・スクールなどの仕組みを生かして、(56・70）の質問にあるような、保護者や地域

の人との協働による活動を行いましたか」との質問に、肯定的に回答した小中学校の割合は、小中学校でそ

れぞれ８割、６割を超えており、昨年度より増加しています。 

今後も、学校が家庭・地域と目標やビジョンを共有し、一体となって子どもたちを育む「地域とともにある

学校づくり」を進めていくことが大切です。 

小学校 中学校 

【学校質問紙】（55・69）教育課程の趣旨について、家庭や地域との共有を図る取組を行っていますか。 

23.4 

23.4 

25.3 

63.3 

61.7 

61.1 

12.7 

14.3 

13.2 

0.6 

0.6 

0.3 

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない

27.6 

23.8 

28.1 

61.7 

65.6 

61.5 

10.7 

10.6 

10.1 

0.0 

0.0 

0.2 

H30

H31

全国

よくしている どちらかといえば、している

あまりしていない 全くしていない
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S-P 表の見方
はこちら！ 

 

 

 

 

 

川越南小学校では、学習内容の理解と定着に向けて、教職員全体で取組を行っています。「やりっぱ

なし」ではなく、定着状況を把握して「できなかったことをできる」ようにするため、様々な場面でき

め細かくフォローすることを大切にしています。 
 

取 組 ① 「やりっぱなし」にせず、フォローの時間を大切にする 

（１）朝の学習や補充学習での取組 

・朝の学習では、学年で実施内容を統一して読書（月曜日）と漢字や計算のプリント（火～金曜日）

に取り組んでいます。朝の学習プリントについては、その日のうちに採点をして子どもに返却し、

できなかった問題ができるようになるよう指導しています。休み時間には、担任が個々に補充学習

に取り組んだり、授業が終わってから分からない子どもへの支援をしたりしています。 

（２）年度末での定着状況の確認と理解の定着 

・１月の終わりに全学年で民間の学力検査を実施し、定着状況の確認をしています。できなかった問

題ができるようになるよう、返却の際に解説の時間を設けたり、できなかった問題への再チャレン

ジを行ったりしています。年度内に子どもたちの学習内容の定着を図り、次の学年へ送るようにし

ています。 
 

取 組 ② 個人のペースに合わせて行うプリント学習の取組 

（１）パワーアップドリル！の取組 

 ・学-Viva!!セットや「わかる・できる育成カリキュラム」から、記述問題や苦

手な分野のプリントを集め１冊にした「パワーアップドリル！」を子どもた

ちに渡しています。一冊 50 枚ほどのプリントで構成されています。「パワー

アップドリル！」はいつも机の引き出しの中に入れてあり、期限までに提出

できるよう、テストや課題が早く終わったときなどに子どもたちが自分のペ

ースで進めています。プリントの裏に解答や解説が書いてあるので、自分で

取り組むことができます。 
 

取 組 ③ 全国学力・学習状況調査の結果を、学校／学級別解答状況整理表（S-P 表）を用いて分析 

（１）S-P 表を用いた分析を実施し、個々の課題を把握する 

・S-P 表を見ながら実際の調査問題と照らし合わせ、誤答の状況から「Ａさんは、ここま

ではできていたんや」「あと、この条件が書けたら正答やったんやな」など、具体的な子

どもの姿を思い浮かべながら、教職員全体で子どものつまずきを把握するようにしてい

ます。数値だけでは分からない子どもの解答状況を見ながら、分析したことを組織的な取

組につなげています。 

（２）子どものつまずきから、組織的な取組へ 

・全国学力・学習状況調査やみえスタディ・チェックの結果から、国語の力、特に「主語と述語の関

係をとらえること」に課題が見られることが分かってきました。そこで、２学期から、「主語と述

語の関係をとらえること」など、基礎基本の内容について低学年の段階から系統立てて朝の学習や

家庭学習に取り入れています。 
 

成 果 子どもたちは、「先生は、分かるまで教えてくれる」と感じています！ 

平成30年度第 1回みえスタディ・チェック小５国語において、「きかい」の問題の正答率が大きく改

善するなど、子どもたちの課題に対応したきめ細かな取組により基礎基本の定着が図られています。ま

た、児童質問紙「先生は、授業やテストで間違えたところや、理解していないところについて、分かる

まで教えてくれていると思う」について、全国に比べ約５ポイント上回っています。「子ども一人ひと

りの学びに寄り添ったきめ細かな指導を進めてきたこと」によるものと考えています。 

第３章 県内の取組（学校等の取組事例） 

川越町立川越南小学校 
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潮南中学校では、学習内容の理解と定着を図るため、校長のリーダーシップのもと、みえスタディ・

チェックや学-Viva!!セットを計画的に活用した取組を全学年、全クラスで行っています。 

取 組 ① 全国学調、みえスタディ・チェック、学-Viva!!セットを全校体制で計画的に活用 

（１）全国学調、みえスタディ・チェックの再活用を年間計画に位置付ける 

 全国学調、第１回みえスタディ・チェックのつまずきの多かった問題について、自校採点後、授業で

振り返るとともに、夏休みの補充学習、２学期（９月、１０月後半）に全校体制で計画的に再活用を行

っています。何度も繰り返すことにより、子どもたちの学習内容の理解と定着につなげています。 

（２）学-Viva!!セット活用期間を設定 

 学-Viva!!セットの発行月（６月、１１月、２月）に合わせて、学-Viva!!セット活用期間を設けていま

す。学-Viva!!セットを印刷して２・３年生全員に配付し、宿題等で取り組んでいます。 

取 組 ② 全校数学学習タイム（期間）の実施 

（１）全校数学学習タイムの実施 

１０月から毎週木曜日の朝の学習時間を数学学習タイムとし、全クラスが数学のプリント学習を実施

しています。全国学調やみえスタディ・チェックで課題が見られた内容に関わる学-Viva!!セットや、県

作成のワークシートを活用し取り組んでいます。 

（２）全校授業公開期間の設定 

各学期に１回、２週間程度、教員がお互いの授業を参観する期間を設定しています。参観後、お互い

にフィードバックを行い、授業の質の向上につなげています。 

取 組 ③ 子どもたち一人ひとりの状況に応じたきめ細かな指導 

（１）みえスタディ・チェックにおける S-P 表の活用 

 みえスタディ・チェックにおいて、学校独自でS-P 表を作成し、個々の生徒のつまずきを分析し、一

人ひとりの状況に応じたきめ細かな指導につなげています。 

（２）子どもたち一人ひとりの状況に応じた習熟度別クラス編成 

 「わかる授業」確かな実践事業を活用し、全学年で数学の習熟度別指導を行っています。数学科の教

員が、月１回教科会をもち、進度や授業方法の確認などをしています。これまではＡ、Ｂ各クラスを２

コースにして習熟度別指導を行っていましたが、S-P 表の分析をもとに、１クラスを３コースにして習

熟度別指導に取り組んだことにより、個々の生徒の状況に応じた授業が展開でき、生徒の意欲の向上や

達成感につながっています。 

 

              

 

 

 

 

取 組 ④ 中学校区で取り組む 

（１）S-P 表の共有 

 第１学年のみえスタディ・チェックの S-P 表を潮南中学校区の小学校と共有しました。小学校のとき

の子どもたちの学習状況を把握するとともに、授業実践の仕方、授業の様子などを聞きとりながら、中

学校での学習をどのように進めていくか研修しました。 

（２）中学校区学力向上委員会 

 紀北町が各中学校区で行っている学力向上委員会を、潮南中学校区でも年３回行っています。第１回

（６月）は、みえスタディ・チェックの結果の交流と中１の授業参観、第２回（９月）は、全国学調の

結果の共有をしました。第３回（２月）は、割合の指導について、小中学校で一貫した指導ができるよ

うに、研修する予定です。 

成 果 「授業の内容がよくわかる」が大幅アップ！ 

 全国学調の生徒質問紙の「数学の授業の内容はよく分かる」や、年２回行っている学校独自の生活ア

ンケートの「コース別の授業について、数学の授業の内容はよく分かりますか」の質問に対して９割以

上の生徒が肯定的な回答をしています。これからも、全校体制で学習内容の理解と定着につながる取組

を進め、できなかったことができるようになることを目指していきます。 

紀北町立潮南中学校 

【基礎コース】 

 
すぐわかる内容が多く、学習が単調 

【標準コース】 

仲間の話を聞くだけになってしまいがち 
 

【基礎コース①】 

【基礎コース②】 

【標準コース】 

・考えたり、説明したりする学習内容が増えた。 

・グループ学習等で積極的に自分の考えを発言する生徒が増えた。 
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 松阪市では、小学校と中学校が連携して学力の基盤づくりに取り組んでいます。中部中学校区では、

15 歳の時にどのような子どもに成長してほしいかゴールを共有し、共通した「家庭学習の手引き」、「学

びの基本（学習の手引き）」、「教えの基本（授業の手引き）」を作成しています。教師で共通理解を図り、

子どもたちに指導しています。 

取 組  家庭学習を日常の授業と連動させる 

（１）授業、家庭学習のやり方を全学年（中学校区）で統一する 

学年が変わっても同じやり方で授業、家庭学習を行うことで、年度初めの基盤づくりをスムーズに

行え、4 月当初から子どもも教師も学習に集中することができます。 

 ・家庭学習の一つとして自主学習に取り組んでいます。1～3 年生は夏休みや土日に、4 年生以上は毎

日取り組みます。 

 ・学年に合わせた「自主学習のやり方」を作成して取り組んでいます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・しっかり取り組めている子どものノートはコピーして学級で配り、書いた子どもが授業で学習内容

を発表するなどして、全員で共有します。 

 ・自主的に取り組みにくい子どもにはプリントを用意して貼らせるなど、すべての子どもが取り組め

るよう支援します。 

（２）家庭学習で予習・復習できるよう、授業で取り上げる問題を工夫する 

・授業で一度学習しただけでは定着が難しいため、家庭学習を工夫して繰り返し学習できるようにし

ています。 

  例えば… ①ある日の授業  ②その日の家庭学習   ③次の授業 

 

 

 

 

・計算ドリルは、授業で学習した当日ではなく翌日以降の授業の中で取り上げて全員で学習します。

そのことにより、自主学習❷は❶の復習になるだけでなく、次の授業の❸に対する予習としても取

り組むことができます。 
・授業でわからなかったところは、一人で復習してもわからないままのことがあります。「わからな

い」が積み重ならないよう、翌日以降の授業でもう一度学習する機会を作っています。 

（３）家庭学習を授業者の振り返りに活用する 

・Ｂメニューでは、授業でわからなかったところを振り返るように指導しています。そうすることに

よって、子ども自身がわかる・できるようになるだけでなく、子どもたちがどんなことにつまずい

ているのか教師が把握することができ、次の授業の指導に生かせます。 

成 果 子どもたちが、自信をもって授業に臨めるようになっています 

予習をすることで、苦手な子どもも自信をもって授業に臨めるようになっています。また、繰り返し

学習することで学習内容の定着が図られています。特に、算数の基礎的な知識・技能が定着し、全国学

調の「知識」に関する問題のほとんどで正答率が全国を上回りました。 

《自主学習のやり方・５年生》※一部抜粋 

★日付、開始時刻、スタートからの通し番号を書く。 

★自学メニューの中からやることを選ぶ。 

★Ａメニューの算数は、毎日必ず行う。 

★空いているところがないように書く。 

★めあてとふり返りを書く。 

★ノートは見開き２ページ以上。 

Ａメニュー（算数） 
答え合わせとまちがい直しまでやって完成！ 

 

 

 

 

Ｂメニュー（国語、社会、理科など） 
 
 
 
 
 

計算ドリル、教科書の問題を解く、教科書の「算数
自習コーナー」の問題を解く、授業で一度間違えた
問題をもう一度解く、テストのまちがい直し、算数
の文章問題づくり  など 

❶計算ドリル４に 
相当する学習内容 

＋ 
計算ドリル３ 

○授業で習ったこと、わからなかったところの復習 
○漢字練習、ミニ日記、おすすめの本紹介 
新しく習った言葉や表現で文を作る 

○日本の山、川、湖、平野、盆地、などを調べる 
新聞の記事を切り抜いて感想を書く 

○実験や観察でわかったことのまとめ 
身近な生き物や植物・自然の様子を観察してま
とめる  など 

松阪市立山室山小学校 

計算ドリル５に 

相当する学習内容 

＋ 

❸計算ドリル４ 

❷計算ドリル４をやる 
・その日の学習内容の
復習になる 

計算ドリル４
の学習内容を
３回できる！ 



 

36 

「KYONAN Study Note」 

 

 

 

 橋南中学校では、平成 28 年度の全国学力・学習状況調査の生徒質問紙調査を分析する中で、家庭学

習の時間の短さが深刻な課題であること、子どもたちが社会に出たときに必要な基礎的な学力が重要

であることから、平成 29 年度から「橋南スタディタイム」を設け、家庭学習の定着に取り組んでいま

す。 

取 組  子どもたちの意欲を喚起させる「橋南スタディタイム」 
（１）学校・家庭が連携して、子どもたちが学ぶ「しかけ」をつくっています 

  子どもたちが意欲的に家庭学習に取り組むことができるように、平成 29 年度から「橋南スタデ
ィタイム」（午後９時～10 時）を設けています。「橋南スタディタイム」の間は、テレビや携帯電
話・スマートフォンの使用をやめて家庭学習に取り組む時間としています。 

＜子どもへの働きかけ＞ 
①「KYONAN Study Note」の作成 

平成 30 年度に学校独自で「KYONAN Study Note」を作成し、家 
庭での自主学習に取り組めるようにしました。教員が丁寧にスタディ 
ノートを見てコメントを書いたり、声かけを行ったりすることで、子 
どもたちの達成感や自己肯定感を高め、さらなる学びへとつなげてい 
ます。 
②「自主学習マニュアル」の活用 

何をどのように勉強していいかわからない子どもたちのために、令 
和元年度には、「自主学習マニュアル」や自主学習マニュアル啓発用の 
クリアファイルを作成し、教科ごとの自主学習の取組のヒントを示し 
ています。 

＜保護者への働きかけ＞ 
  入学説明会で保護者に家庭学習の大切さとともに、「橋南スタディ 

タイム」について学校だより等の文書を使って周知を図っており、保 
護者の認知率は 96％となっています。また、「橋南スタディタイム」について、子どもへの声かけ 
や励まし、テレビを消すなど、ノーメディアの環境づくりに向けて家庭の協力を促しています。 

（２）学校全体で家庭学習の充実に取り組んでいます 
①学校全体で「橋南スタディタイム」に取り組むために 

第１回の職員会議で新しく異動してきた教職員に「橋南スタディタ
イム」について説明を行い、4 月から全ての教員が趣旨や取組内容等を
共有して取り組めるようにしています。 

  ②見通しを立てた家庭学習の促進 
シラバスに家庭学習の内容を明記するとともに、宿題と関連付けた 

  り、自主学習スペースに貼れる大きさのミニプリントを用意したりす 
るなどして、子どもたちが自主的に家庭学習に取り組めるようにして 
います。 

さらに、研修担当が中心となり、「橋南スタディタイム」の取組状況 
と定期テストとの関係等を分析しています。 

（３）小中連携による子どもたちの学力向上への取組 

平成 29 年度から、橋南中学校区小中一貫教育推進協議会学力向上部会で、家庭学習の取組につ
いて交流を行い、各学校の取組を共有しています。このことをとおして、小学校から中学校への円
滑な移行へとつなげています。 

 

成 果 計画的に家庭学習に取り組む生徒の割合が増加しています 

子どもたちの「KYONAN Study Note」への愛着とともに、提出率も高くなってきています。また 
今年度の全国学力・学習状況調査の生徒質問紙調査結果では、「家で自分で計画を立てて勉強してい
る」と肯定的に回答した生徒の割合は、全国平均を大きく上回りました。「橋南スタディタイム」をと
おして、子どもたちはどのように勉強すればよいかが身に付いてきています。今後は、さらに主体的
な学びにつながるように学校全体で取組を進めていきます。 

 

 

 

 

 

 

◆自主学習のスペース 

・グラフにも対応できるよう
にマス目になっています。 

・自主学習は、どの教科で行

ってもよいことになってい
ます。 

◆家庭学習のスペース 
・学習時間と内容を書き入れます。 
 

掲示スペースに教員のコメント付き
でスタディノートを掲示すること
で、子どもたちの学習意欲の向上に

もつながっています。 

＜「橋南スタディタイム」に係る生徒アンケート結果＞ 

「橋南スタディタイム」を活用
して家庭学習に取り組んでいる
生徒が増えています。 

＜全国学力・学習状況調査生徒質問紙調査結果＞ 

平日の家庭学習（1時間以上）
の割合が年々増加しています。 

津市立橋南中学校 
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本校では、基礎基本の学習内容の定着に課題があることから、朝の10分間を中心に補充的な学習に
取り組む「スキルタイム」を実施しています。その取組等により一定の成果が見られたものの、全国
学力・学習状況調査、みえスタディ・チェック、民間の学力検査などの分析から、「図形」「算数にお
ける記述式問題」に課題があることが分かってきました。 
平成28年度から、４年生以上の算数で習熟度別少人数指導を取り入れ、子どもたちの習熟の状況に

応じた指導について、研究を進めています。 
 

取 組 ① 習熟の違いに応じた「子どもが説明する方法」の工夫 

習熟の違いに応じて「じっくりコース」（基礎）「てくてくコース」（標準）「どんどんコース」（発展）
の３つのコースを設定しています。全コースで「説明する機会」を設け、どの子も学習の中で書いたり
話したりする活動を取り入れています。 
（１）習熟の違いに応じた「子どもが説明する方法」の工夫 
単元の特性や習熟の違いに応じて、例えば「じっくりコース」では□に言葉を入れて説明する文章

を作ったり、「てくてくコース」
では算数用語をつなげて説明し
たり、「どんどんコース」では友
だちの考えを説明したりするな
ど、子どもが説明する方法を工
夫しています。 

 
（２）習熟の違いに応じためあての提示 
説明する力を高めるために、コース別に目指す姿を設定し、その姿を意識しためあてを提示してい

ます。 
＜コース別の目指す姿＞ 
・じっくりコース（基礎） 
「キーワードを使って短い文を書く」 

・てくてくコース（標準） 
「友だちの考えを自分の言葉で書く」 

・どんどんコース（発展） 
「ペアやグループで伝える」 

 
（３）「わかったつもり」から「わかった」へと理解を深めるペアやグループでの学習活動の工夫 
各コースにおいて、ペアやグループでの学習活動を行っています。理解できた内容をペアの友だち

に説明したり、グループの友だち同士が説明し合いながら文章にしたりして、理解した内容を確かな
ものにします。自分の考えが友だちにうまく伝わらないことから、学習内容が自分ではわかったつも
りだったが、確実にわかっていなかったことに気付き、相手がわかるように説明することにより「わ
かったつもり」から「わかった」へと子どもたちの理解が深まっています。 

 

取 組 ② 考えを「図に表して」「大きく見せて」「動かして」説明する 

問題を解く学習場面では、答えを求めるだけにとどまらず、「式や考えを説明する」ことを意識づけて
います。考えを図を使って説明できるように、４年生から数直線図を使って考えをかく指導しています。
また、習熟の違いに応じてテープ図等も活用して指導しています。 
図形の学習場面では、習熟の違いに応じて、書画カメラや画用紙を使って図形を実際に動かす・指し

示めすなどを行わせながら説明させています。 
説明する学習場面では、「○○さんの言いたいことは△△ってことだね」と聞いた内容を確認しなが

ら、友だちの説明と自分のイメージをつなげながら聞くことを意識させています。 
 

成 果 全コースに説明する機会を取り入れることで、学習内容を整理して理解できた 

上記のような取組を行う中で、自分の言葉で説明することを積み重ねることにより、子どもたちは
最初うまく説明できず戸惑うことも多かったのが、少しずつ自分の言葉で表現しようとする態度が身
に付いてきました。言葉だけで説明がうまくできないときは、図や絵、具体物などを使って相手にわ
かりやすく説明するようになってきています。 
また「スキルタイム」において、学-Viva!!セットや本校独自のワークシート等を活用し、文章を書

く力を育成する取組を進めてきたことも、自分の言葉で説明する力につながっています。 
これまでの習熟の違いに応じた授業実践等を校内で共有し、指導の工夫に取り組んできたことが、

成果として表れてきました。 

＜説明する方法の工夫（例）＞ 

・□に言葉を入れてまとめ、他の場合に当てはめて話す（書く） 

・教科書の文章を使って、言葉をつなげて話す（書く） 

・友だちの考えや説明の続きを話す（書く） 

 四日市市立楠小学校 

＜コース別のめあての提示（例）＞ 
三角形をかく活動 
 じっくり「三角形のかき方を言葉にしよう」 
 てくてく「三角形のかき方を文で表そう」 
 どんどん「三角形のかき方を伝えよう」 
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 亀山市では「亀山市学力向上推進計画」のもと、子ども一人ひとりの「確かな学力」の向上を目指し

た取組を進めています。全国学力・学習状況調査の結果から、長文で感想や説明文を書くことに課題が

見られたため、「書く」活動を軸にして、課題の改善を図っています。 
 
取 組 ① 授業における「ふり返る活動」の充実 

（１）全教科の授業で「ふり返る活動」の時間を確保し、書く活動を充実する 

全ての授業で、学習した内容を文章化してふり返ることで、学習内容の理解・定着を図るとともに、

自分の学びの成果や変容を自覚し、自己肯定感を高めることができると考えています。 

「ふり返る活動」を充実するため、学校や子どもの状況に応じた方策や手立てを講じ、次のように段

階的に取り組んでいます。 

STEP1 授業の最後に、５分程度の「ふり返る活動」の時間を確保する。 

STEP2 

５行以上の文章を書くことができるようにする。 

＜ふり返りを書かせる際の留意事項＞ 

・本時のめあてに対応させる。 

・「何を学んだか」、「学び方は分かったか」、「どのように考えが変わったか」について書

かせる。 

・「次にどのようなことを学びたいか」について書かせ、家庭学習につなげる。 

STEP3 

子どもたちが書いたふり返りから、次のような姿が見られるようにする。 

・自分の考えや主張を、理由や根拠をもとに記述している。 

・自分の考えを整理したり、学習理解を深めたりしている。 

・自分の学びの成果を自覚し、自己肯定感を高めている。 
 
取 組 ② 国語科スキル学習の実施  

（１）プリント教材を活用したスキル学習 

・小学校第 3学年、第 4学年においては朝の短時間学習時に、亀山市教育委員会が作成した教科書の内

容に応じた言語事項のプリントに取り組み、計画的に国語科スキルを身に付けることができるように

しています。また、三重県教育委員会作成の学‐Viva!!セット（ワークシート）も併せて活用し、学校・

子どもの状況に応じて、次の内容で取組を進めています。 

STEP1 

・ひらがな、かたかな、漢字 

・視写、聴写（集中力、筆圧・運筆、表記ルール、メモ力など） 

・クロスワードパズル（語彙力） 

STEP2 
・国文法（主述関係、助詞、接続詞など） 

・言語文化（ことわざ・熟語・故事成語など） 

STEP3 
・読解（活用問題を用いた文章の構造と内容の把握） 

・文章構成（作文、ミニ論文など） 
 
（２）学校図書館活用アドバイザーと連携したスキル学習 

・学校図書館活用アドバイザー(司書免許を取得している退職教職員)が定期的に 

読書感想文の指導や新聞記事・コラムを活用した新聞作成の指導、百科事典を活用した調べ学習の指

導を行い、読解力・情報収集力・構築力・表現力・思考力を高めることができるようにしています。 
 
取 組 ③ 定期的な教員アンケートによる取組の定着 

「書く力」の育成を軸とする学力向上の取組の進捗状況について、学期毎に市内小中学校の全ての教

員にアンケートを行うことによって把握しています。このアンケートによって、教員一人ひとりの取組

への意識が高まり、授業での「ふり返る活動」が充実してきています。また、アンケート結果を校長会

や研修担当者会でフィードバックすることによって、それぞれの学校が状況に応じた改善を進めること

ができるようにしています。 
 

成 果 小中学校でめあてとふり返りを基本とした学習スタイルが浸透しています。 

「ふり返る活動」の時間を確保することで、子どもが自分の考えや学んだことを文章にすることがで

きるようになってきたことが教員アンケート結果の推移から明らかになっています。また、ふり返りと

正対しためあての提示がなされるようにもなり、小中学校でめあてとふり返りを基本とした学習スタイ

ルが浸透してきました。 

言語事項のプリント 

亀山市教育委員会 
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 亀山市では市内全小学校での外国語活動(第 3・4 学年)及び外国語科(第 5・6 学年)先行実施をより充

実したものにすることをねらいとし、1 中学校、3 小学校をモデル校に指定し、指導者の英語力と指導

力向上のための研修会を通して英語指導法の研究・開発を行ってきました。 

取 組①  モデル校を中心とした小中連携 

小中学校の外国語教育の円滑な接続を目指し、各中学校の英語教育担当者が小学校での外国語活動や
外国語科の取組を実際に見たり聞いたりする場を確保し、外国語活動や外国語科の内容に取り組んだ児
童の中学校進学時を想定した中学校での指導方法について研究を行いました。 
（１）CAN-DＯリストを活用した系統的な外国語教育 

・モデル校の英語教育担当者や英語科研究協力員の協力を得て、小中の接続を見通した CAN－DO リ

ストを作成し、市内全小中学校に周知しました。 

・小学校では指導内容の確認を行い、中学校では小学校での指導内容を踏まえた授業づくりに CAN－

DO リストを役立てています。 

・中学校の英語の授業でも、小学校の補助教材

「We Can!」の Chants を使ったウォーミング

アップなどを取り入れ、小学校での取組を踏ま

えた授業づくりを実施しています。 

（２）小中学校間における参観、情報交換の場の確保 

・モデル校間の外国語活動・外国語科における授業公開を市内全小中学校にも公開することにより、

小学校の教員は中学校の教員の専門的な知識や技能を学び、中学校の教員は小学校の「聞く」「話

す」を多く取り入れている授業展開の工夫について学んでいます。 

取 組 ② 小学校における外国語教材「We Can!」「Let’s Try!」を活用した指導法の研究・開発 

「Let’s Try!」を活用した「聞く」「話す」を中心とした外国語活動における指導法及び、「We Can!」
を活用した「聞く」「話す」「読む」「書く」の 4 技能を扱った外国語科における指導法の研究・開発を行
いました。 
（１）短時間学習の活用 

・小学校第 5 学年、第６学年においては週に 3 回、朝の 15 分間を短時

間学習とし、1 単位分の外国語科の内容に取り組んでいます。活動は、

導入・活動・振り返りの流れで実践しており、子どもたちにはその授

業の流れが定着してきています。 

・学習内容は、英単語の発音や意味をかるたやフラッシュカードを使っ

たゲームで学習したり、インタビューしたりするなど、「聞く」「話す」

ことを中心にしています。 
（２）ペアワーク、グループワークの活用 

・HRT(学級担任)と ALT(外国語指導助手)のデモンストレーションを見

せた後、子どもたちが役割を分けて交流する活動を行っています。HRT

と ALT が役割を意識してデモンストレーションを見せることによっ

て、子どもたちがどのようなやり取りをすればよいかを理解すること

ができ、安心感のあるペアワーク、グループワークにつながります。 

（３）Small Talk の活用 

・HRT や ALT、英語ボランティア(市教委が募集した英語の学習をサポートできる方)が話す既習内容

の表現を使ったやり取りを聞き、それをもとに児童が話す活動につなげていきます。Small Talk の

英文は短文ではなく、テーマに沿ったまとまった英文や会話で構成しています。Small Talk に習っ

ていない単語が出てきたときは、聞きなれた言葉をつないで意味を推測させたり、話の前後から内

容を考えさせたりする手立てを講じています。「その場」で質問したり答えたりする活動を授業の

導入で行うことによって、中学校での「即興」で語ることにもつなげることができます。 

成 果 小中連携による英語指導法の充実 

各モデル校が、市教育委員会の指導・支援のもと、新学習指導要領を見据えた授業実践に取り組むこ

とができました。また、亀山市内の小中学校での授業公開の回数が増えたことにより、モデル校以外の

学校も指導の参考にすることができました。今後も CAN－DO リストに基づいた実践を進め、改良を加

えながら、小中の連携を意識した外国語教育を進めていきます。 

亀山市教育委員会 
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第４章 「みえの学力向上県民運動」主な関連指標 

  小学校における三重県の割合や全国との差の経年推移 短期的・中期的な変化 

※表中のＡ・Ｂ・Ｃは、「全国との差」の変位を表し、Ａは「改善・上昇」を、Ｂは「変動なし」、Ｃは「下降」を表す。 
※表中の＋・－は、三重県の割合の変位を表し、＋は「改善・上昇」を、－は「下降」を表す。 
※表中の○は、上記に示した「Ａ・Ｂ・Ｃ」及び「＋・－」の数値が±５ポイント以上離れていることを表す。 
※表中の網かけは、当該年度に同じ質問紙項目がなかったものである。 
※「短期的な変化」における網かけ部分の表記については、Ｈ２９→Ｈ３１の比較を表す。 
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  中学校における三重県の割合や全国との差の経年推移 短期的・中期的な変化 

※表中のＡ・Ｂ・Ｃは、「全国との差」の変位を表し、Ａは「改善・上昇」を、Ｂは「変動なし」、Ｃは「下降」を表す。 
※表中の＋・－は、三重県の割合の変位を表し、＋は「改善・上昇」を、－は「下降」を表す。 
※表中の○は、上記に示した「Ａ・Ｂ・Ｃ」及び「＋・－」の数値が±５ポイント以上離れていることを表す。 
※表中の網かけは、当該年度に同じ質問紙項目がなかったものである。 
※「短期的な変化」における網かけ部分の表記については、Ｈ２９→Ｈ３１の比較を表す。 
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（１）学-Viva!!セット（ワークシート）の提供 

分析結果を踏まえ、課題に対する子どもたちの理解と定着状況が確認できるよう、当該学年で

身に付けておくべき基礎からの標準的な問題を集めた学-Viva!!セットを全小中学校等に提供

（11 月、２月）します。 

（２）みえスタディ・チェックによる改善状況の確認 

    各学校において改善状況を確認し、年度内に「できなかったことをできるようにする取組」が

進められるよう、１月実施分では、これまでのみえスタディ・チェックや全国学力・学習状況調

査の問題と同一、同趣旨の問題を作成・出題します。 

 

 

 「わかる・できる育成カリキュラム（読む力・伝える力編）」の提供 

    文章を読む力・伝える力の育成に向け、各学年の系統性を意識し、より効果的な指導が行える

よう、指導のポイント、たしかめプリントで構成した指導資料（「わかる・できる育成カリキュ

ラム（読む力・伝える力編）」）を全小中学校等に提供します。 

 

 

（１）新任管理職研修における取組 

    新任管理職研修に授業改善のマネジメント、教員の授業力向上に向けた指導・助言方法などを

取り入れます。 

（２）教職員研修における取組 

    若手教員を対象とした研修に、めあて・振り返りの効果的な実施、子どもたちの課題に対応し

た授業づくり、教材の活用など、授業改善に向けたより実践的な取組を位置付けます。 

（３）国の調査官を招へいした研修会の開催 

    国の調査官を招へいした授業改善研修会（小学校国語・算数・理科、中学校国語・数学）を開

催し、新学習指導要領に基づいた授業改善の視点や、効果的な少人数指導のあり方について学び、

授業の質的向上を図ります。 

 

 

（１）ワークシート（学-Viva!!セット）の提供 

    全国学力・学習状況調査の結果を受け、課題の見られた設問について指導のポイント・授業改

善の取組を解説した資料及び課題に対応したワークシート（学-Viva!!セット）を作成し、中学校

等に提供します。 

（２）研修会の開催 

    各地域の実情に応じた英語地域別強化研修（15 地域）、新学習指導要領に基づいた授業改善

の充実を図るための公開授業等を実施します。 

（３）CAN-DO リストの更新依頼と資料の活用促進 

    「CAN-DO リスト」を４技能（５領域）に更新するよう各中学校等へ依頼するとともに、その

活用を促進します。 

    また、授業改善のポイントを記載した資料について、各種研修会での一層の活用を進めます。 

 

 

 

 

子どもたちの「わからない・できない」を「わかった・できた」という実感につなげ、学習指導要

領で求められる力を確実に身に付けられるよう、県教育委員会としてこれまで以上に市町等教育委員

会と連携しながら、各学校・各市町の状況に応じた取組や学校・家庭・地域が一体となった取組を支

援してまいります。 

経年的な課題の改善に向けた取組（「読む力・伝える力」の育成） 

中学校英語における取組 

教員研修による「学力向上の取組の理解と活用」についての教員への周知 

学習内容の理解・定着状況を確認するための取組 

第５章 今後の取組 
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（１）生活習慣・読書習慣チェックシートの取組 

    子どもたちの生活習慣、読書習慣の確立に向けて、三重県 PTA 連合会と連携した「生活習慣・

読書習慣チェックシート」の取組を進めています。生活習慣・読書習慣チェックシートの活用率

やチェックシート実施後の児童生徒や保護者へのフィードバック率は年々向上していますが、依

然、平日の学習時間や読書習慣に課題が見られます。今後も、生活習慣等の改善に向け、学校・

家庭・地域が一体となった取組の推進をお願いします。 

（２）読書に関する取組 

    発達段階に応じた読書活動の推進、読書活動を通じた言語能力の育成に向け、さまざまな読書

活動の取組（朝の連続小説、ポップづくりなど）を小中学校等に提案するとともに、各学校の実

情に応じた学校図書館を活用した調べ学習や読み聞かせの取組を行っています。ビブリオバトル

等を通して本の内容や楽しさを共有し、「ひとりの読書」から「みんなの読書」への発展を促進

しています。 

家庭で大人と子どもがともに本に親しむ「家読（うちどく）」のチラシを学校を通じて配布し、

家庭での取組を啓発するとともに、家庭での読書活動を推進し読書の幅を広げるツール（読書の

楽しさ広がるビンゴカード）を作成し、小学校を通じて活用を働きかけています。 

（３）地域による学習支援や居場所づくりの取組 

    地域の人々と目標やビジョンを共有し、地域と一体となって子どもたちを育む「地域とともに

ある学校づくり」を推進し、公立小中学校等にコミュニティ・スクールを中心とする学校経営・

学校運営の仕組みの導入を図っています。経済的な理由や家庭の事情により、家庭での学習が困

難であったり、学習習慣が十分に身に付いていなかったりする児童生徒を対象に、地域住民等の

協力によって学習習慣の確立と学力の向上を図るための地域未来塾の取組を支援しています。 

 

＜参考＞「子どもの問題は、大人の問題」です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（「みえの学力向上県民運動 基本方針」より一部抜粋） 

 

＜参考＞ 

みえの学力向上県民運動セカンドステージ（http://www.mie-c.ed.jp/kenminundou/） 

 ○基本方針 

  ・県民運動の趣旨等をご覧ください。 

○生活習慣・読書習慣チェックシート 

  ・ダウンロードして活用していただけます。 

 ○みえの親スマイルワーク 

  ・「みえの家庭教育応援プラン」に基づき作成された、学級・学年の懇談会、ＰＴＡの 

行事などの機会や、地域のサークルや企業内での集まりなど、研修会や学習会だけで 

なく、さまざまな場面で活用していただけるワークシートを掲載しています。 

子どもたちは、一人ひとりがかけがえのない大切な存在であり、将来、地域で輝き、世界で活躍する姿は、私たちの

希望であり未来です。子どもたちの無限の可能性を最大限引き出すとともに、強みを伸ばして支えていくことは、子ど

もたちに関わる全ての大人の役割と責任です。子どもたちは、大人を見ており、「子どもの問題は、大人の問題」です。 

教育は子どもたちの心に灯をともすことであり、大人が子どもたちを信じ、寄り添い、情熱を持って心を通わせる中

で、希望の灯をともし、やる気にスイッチを入れることが大切です。また、子どもたちは、さまざまな場での学びをと

おして成長していきますが、教育格差が原因となって貧困の連鎖が生まれ、子どもたちの将来が閉ざされることがない

よう、子どもたちを多面的にサポートする人びとのつながり（絆）が、これまで以上に求められています。 

そこで三重県では、子どもたちの希望と未来を支える学力を育んでいくため、教育関係者のみならず、全ての県民が

教育の当事者としての自覚を持ち、「毎日が未来への分岐点」という思いのもと、それぞれの役割を果たし、子どもた

ちと向き合っていきます。平成 28 年度からの４年間は、みえの学力向上県民運動セカンドステージとして、学校では

授業改善等の取組を深め、家庭・地域では生活習慣・学習習慣・読書習慣の確立等の取組を広げ、家庭の状況により、

対応が難しい問題については、地域による学習支援や居場所づくりなどにより、地域で支えるという方向性を基本とし

ながら、県民力を結集し、全力で取り組みます。 

家庭・地域と一体となった生活習慣・読書習慣の確立に向けた取組 

みえの学力向上 

県民運動 

セカンドステージ 

生活習慣・ 

読書習慣 

チェックシート 

みえの親 

スマイルワーク 
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各市町等の調査結果の分析及び今後の取組の公表については、基本的に各市町等の判断により行います。 

以下の各市町等のホームページをご覧ください。 

なお、情報をリンク等することについては、全市町等の同意を得ています。 
 

・ 桑名市 ・ 木曽岬町 ・ いなべ市 ・ 東員町 ・ 四日市市 

・ 朝日町 ・ 菰野町 ・ 川越町 ・ 鈴鹿市 ・ 亀山市 

・ 津市 ・ 松阪市 ・ 多気町 ・ 多気町松阪市学校組合 

・ 明和町 ・ 大台町 ・ 伊勢市 ・ 玉城町 ・ 大紀町 

・ 南伊勢町 ・ 度会町 ・ 鳥羽市 ・ 志摩市 ・ 伊賀市 

・ 名張市 ・ 尾鷲市 ・ 紀北町 ・ 熊野市 ・ 御浜町 

・ 紀宝町 
 

＜資料＞「平成 31 年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領」（平成 30 年 12 月 14 日 文部科学省）より抜粋 

８.調査結果の取扱い 
（５）調査結果の取扱いに関する配慮事項 

調査結果については，調査の目的を達成するため，自らの教育及び教育

施策の改善，各児童生徒の全般的な学習状況の改善等につなげることが重

要であることに留意し，適切に取り扱うものとする。 

調査結果の公表に関しては，教育委員会や学校が，保護者や地域住民に

対して説明責任を果たすことが重要である。一方，調査により測定できる

のは学力の特定の一部分であること，学校における教育活動の一側面であ

ることなどを踏まえるとともに，序列化や過度な競争が生じないようにす

るなど教育上の効果や影響等に十分配慮することが重要である。 

このことを踏まえ，具体的な公表の手続等は，以下のとおりとする。 

 

ア 教育委員会及び学校による調査結果の公表 

（ア）都道府県教育委員会においては，調査の実施主体が国であることや，

市町村が基本的な参加主体であることなどに鑑みて，以下のとおり取

り扱うこと。 

① 自らが設置管理する学校の状況については，それぞれの判断にお

いて，（エ）に基づき公表することは可能であること。 

② 域内の市町村教育委員会が設置管理する学校全体の状況及び各

学校の状況については，市町村教育委員会の同意を得た場合は，（エ）

に基づき，当該市町村名又は当該市町村教育委員会が設置管理する

学校名を明らかにした公表（市町村名又は学校名を特定することが

可能な方法による公表を含む。以下同じ。）を行うことは可能であ

ること。 

なお，個々の市町村名・学校名が明らかとならない方法（例えば，

教育事務所単位の状況の公表等）で，（エ）に基づき公表すること

は，都道府県教育委員会の判断において可能であること。 

③ ①又は②に基づき個々の市町村名・学校名を明らかにした公表を

行うことについては，その教育上の影響等を踏まえ，必要性につい

て慎重に判断すること。 

④ 自らが設置管理する学校に自校の結果を公表するよう指示する

場合も，自らが個々の学校名を明らかにした公表を行う場合に準じ

て取り扱うこと。 

（イ）市町村教育委員会においては，以下のとおり取り扱うこと。 

① 当該市町村教育委員会が設置管理する学校全体の結果について，

それぞれの判断において，（エ）に基づき公表することは可能であ

ること。 

② 自らが設置管理する学校の状況について，それぞれの判断におい

て，（エ）に基づき公表することは可能であること。この場合，個々

の学校名を明らかにした公表を行うことについては，その教育上の

影響等を踏まえ，必要性について慎重に判断すること。 

③ 自らが設置管理する学校に自校の結果を公表するよう指示する

場合も，自らが個々の学校名を明らかにした公表を行う場合に準じ

て取り扱うこと。 

（ウ）学校においては，自校の結果について，それぞれの判断において（エ）

に基づき公表することは可能であること。 

 

（エ）調査結果の公表に当たっては，以下の①から⑥までにより行うこと。 

① 公表する内容や方法等については，教育上の効果や影響等を考慮

して適切なものとなるよう判断すること。 

② 調査結果の公表を行う教育委員会又は学校においては，単に平均

正答数や平均正答率などの数値のみの公表は行わず，調査結果につ

いて分析を行い，その分析結果を併せて公表すること。さらに，調

査結果の分析を踏まえた今後の改善方策も速やかに示すこと。 

③ （ア）①又は（イ）②に基づき教育委員会が個々の学校名を明ら

かにした公表を行う場合，又は（ア）②において市町村教育委員会

が学校名を明らかにした公表に同意する場合は，当該学校と公表す

る内容や方法等について事前に十分相談するとともに，公表を行う

教育委員会は，当該調査結果を踏まえて自らが実施する改善方策を

調査結果の公表の際に併せて示すこと。 

また，教育委員会において自らが設置管理する学校に自校の結果

を公表するよう指示する場合は，教育委員会は自らが実施する改善

方策を速やかに示すとともに，公表する内容等について学校に指示

する場合は，教育委員会は当該学校とそれらについて事前に十分相

談すること。 

なお，平均正答数や平均正答率等の数値について一覧での公表や

それらの数値により順位を付した公表等は行わないこと。 

④ 調査の目的や，調査結果は学力の特定の一部分であること，学校

における教育活動の一側面であることなどを明示すること。 

⑤ 児童生徒個人の結果が特定されるおそれがある場合は公表しな

いなど，児童生徒の個人情報の保護を図ること。 

⑥ 学校や地域の実情に応じて，個別の学校や地域の結果を公表しな

いなど，必要な配慮を行うこと。 

（オ）教育委員会が独自に実施する学力調査の公表の取扱いについては，

もとよりそれぞれの教育委員会の判断に委ねられること。 

 

イ 文部科学省が公表する内容以外の調査結果の取扱い 

（ア）文部科学省は，調査結果のうち，自らが公表する内容及び別に定め

るガイドラインに基づき利用・公表された内容を除くものについて，

これが一般に公開されることになると，序列化や過度な競争が生じる

おそれや学校の設置管理者等の実施への協力及び国民的な理解が得

られなくなるなど正確な情報が得られない可能性が高くなり，全国的

な状況を把握できなくなるなど調査の適正な遂行に支障を及ぼすお

それがあると考えられるため，行政機関の保有する情報の公開に関す

る法律（平成１１年法律第４２号）第５条第６号の規定を根拠として，

同法における不開示情報として取り扱うこととする。 

（イ）教育委員会等は，文部科学省から提供を受けた調査結果のうち公表

する内容を除くものについて，上記（ア）を参考に，それぞれの地方

公共団体が定める情報公開条例に基づく同様の規定を根拠として，情

報の開示により調査の適正な遂行に支障を及ぼすことのないよう，本

実施要領の趣旨，特に８．（５）ア（エ）を十分踏まえ，適切に対応

する必要があること。 
 

第６章 市町等別調査結果の分析及び今後の取組 
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全国学力・学習状況調査における平均正答率経年変化（H19～H31） 
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